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《事業取組評価シートの見方》 

 

 「ＰＤＣＡ」を基本に進行管理を実施し、敏速かつ柔軟な推進に努めます。また、第４次

地域福祉活動計画を年度ごとに、より具体化したものを事業計画書、その事務局評価を「事

業取組評価シート」で行った後、事業報告書として作成していきます。 

 

 

【「ＰＤＣＡ」を活用した評価シート】 
Plan 

（計画） 

Do 

（実行） 

Check 

（評価） 

Action 

（見直し） 

Plan 

（計画） 

目標設定 活動展開 成果確認 改善活動 目標設定 

  
（評価シート） 

  

目標 活動 

（事業）名 

活動(事業) 

内容と実績 

成果・効果と課題 改善点 次年度以降 

の取組区分 

５次計画

への盛り

込み可否 

第５次計画 

への目標設 

定 

  ねらい 

方法・手段 

結末 

（成果・効果） 

目的のために努

力、工夫し、その

結果として獲得で

きた「良い結果」

物事の現象や行動

の結末の末に得ら

れる「良い結果」

で、そこには必ず

しも主体者の努力

を必要としない偶

発的なよい結果 

（課題） 

取組に対し、解決

しなければならな

い問題 

取組を踏

まえた、

より良い

成果を得

るための

変更点 

□継続 

□改善点を 

盛り込んで 

継続 

□達成 

□廃止 

（理由） 

 ( 対策） 

＊何を 

＊どこまで 

＊どのように 
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１ 法人の組織整備と運営強化 

 

（１）組織・運営に関すること 

活動 

（事業）名 
活動（事業）内容と実績 

評   価 次年度以降の 

取組区分 成果・効果と課題 改善点 

①理事会・

評議員会・

監査機能の

充実 

計画的に開催し、法人運営の適正化に努める。 

理事会において各委員会からの報告機会を定期的に設け、

理事会と委員会の連携を図る。 

 

（実績） 

ア 理事会   定例開催（６月、８月、１０月、１２月、２ 

月（予定）、３月（予定）） 

イ 評議員会  定例開催（６月、８月、１２月、３月（予定）） 

ウ 監事監査（５月） 

エ 評議員選任・解任委員会（適宜） 

オ 正副会長会 定例開催（４月、５月、７月、９月、１１月、

３月（予定）） 

カ 役員・評議員の改選（６月、２月（予定）） 

（令和 7年 12 月 31 日現在） 

(成果・効果) 

・理事会において定

期的に各委員会報

告をし、専門分野

の状況を共有し

た。 

 

 

 

 

☑継続 

 

□改善点を

盛り込んで

継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 

②委員会機

能の充実 

各事業の推進状況の把握、事業内容の検討等をきめ細かく

論議できるよう、分野別委員会を開催。また、各委員会から

の報告を理事会にて行う。 

 

ア 法人運営委員会 

・２月１０日に実施予定 

・第３次基盤強化計画について（予定） 

（令和 7年 12 月 31 日現在） 

 

イ ボランタリー活動プラザみき運営委員会 

・６回開催 

・協議内容：地域活動支援、ボランティア・市民活動の 

促進について 等 

開催日 内容 

４月２２日 【協議事項】 

・みきボランタリー活動応援共感フ

ァンド応募団体の審査 

・令和６年度運営委員会 振り返り 

【その他】 

・贈呈式について 

５月２２日 【協議事項】 

・２０２５年度 みきボランタリー

活動記章贈呈者の選考 

・三木市社会福祉協議会感謝状及び

みきボランタリー活動記章贈呈式

兼みきボランタリー活動応援共感

ファンド活動報告会 

・みきボランタリーフェスタの開催 

８月２８日 【協議事項】 

・みきボランタリー活動賞 表彰候

補者選定 

・ほっとけない！地域づくりを考え

る集い 

【報告事項】 

・地域福祉研修（自由が丘・細川） 

・ふれあいサロン活動者研修会 

【その他】 

贈呈式/みっきぃ福祉マップ/共感フ

ァンド 

９月２５日 【協議事項】 

・ほっとけない！地域づくりを考え

る集い 

【報告事項】 

・フェスタの進捗状況 

【その他】 

認知症しあわせ計画/不登校・ひき

(成果・効果) 

・議題を第３次基盤

強化計画について

とし、本年度中の

開催を予定してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運営委員の意見を

反映させながら事

業の運営ができた。 

・協議事項、報告事項

以外にその他とし

て、地域の状況やプ

ラザの事業につい

て運営委員に報告

し、共有した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☑継続 

 

□改善点を

盛り込んで

継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 
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こもりを考える集い/活動おこしの

講座/地区のとりくみ 

１０月２７日 【協議事項】 

・ほっとけない！地域づくりを考え

る集い（講演内容・グループディス

カッション・スケジュールと役割） 

・令和８年度 ふれあいサロン活動

者研修会 

【報告事項】 

・フェスタ進捗状況 

【その他】 

中央公民館等複合施設/三木市育児

ファミサポ/三木市福祉有償運送サ

ービス 

１２月８日 【報告事項】 

・フェスタ２０２５ 

【協議事項】 

・第７期三木ボランタリー活動応援

共感ファンドの評価 

【その他】 

 いろいろな買い物支援 

（令和 7年 12 月 31 日現在） 

 

ウ 在宅福祉サービス検討委員会 

開催日 内容 

１０月２２日 ・身寄りのない方の支援について 

・ほっとかへんネットみき（三木市社会

福祉法人連絡協議会）の進捗状況につ

いて 

・協力会員募集のための県立三木北高

等学校との連携について（高齢者ファ

ミリーサポート事業） 

３月４日 開催予定 

（令和 7年 12 月 31 日現在） 

 

エ 三木市立障害者総合支援センターはばたきの丘運営 

委員会 

開催日 内容 

７月１日  ・組織・事業計画・年間計画について 

・Ｒ６年度実績について 

・活動報告 

１０月２８日 ・利用者数及び利用率、活動等報告 

・上半期事業評価及び下半期の計画に

ついて 

・はばたき和っしょい祭の報告 

２月２４日 開催予定 

（令和 7年 12 月 31 日現在） 

 

オ （特別委員会）令和６年度特別寄付金事業等検討委員会 

開催日 内容 

１０月２９日  ・委員長、副委員長の選任 

・策定スケジュール 

・データから見る三木市の状況 

・各委員からの意見 

１１月２７日 ・第１回の振り返り 

・職員ワーキング経過 

・各委員からの意見 

１月 ８日 ・第２回の振り返り 

・職員ワーキングの経過 

・地域の生活問題の整理と寄付金の検

討方針について 

２月 ５日 開催予定 

２月２４日 開催予定 

  ・職員ワーキングの開催（各課から１～２名参加） 

 計４回開催（１１月 ２回、１２月、１月） 

（令和 8年 1月 31 日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・社会問題となって

いる身寄りのない

方に対する課題に

ついて協議し、委

員の専門的立場か

ら、参考となる意

見を聴取し共有す

ることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・令和６年度の高額

寄付について、委

員会を組織し、行

政、自治会、民生委

員・児童委員、法律

専門家等から三木

市の社会問題につ

いて議論を行った

結果、孤独・社会的

孤立を中心に寄付

の使途を検討する

べきとの意見があ

った。 

 また、委員会での

議論を深めるため

職員ワーキングを

実施、現状の整理

等を行った。 
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③危機管理

マニュアル

の見直しと

市内外災害

対応 

介護、障害、医療の制度改正において、感染症マニュアル、

事業継続計画（ＢＣＰ）の策定が法令で義務付けられたこと

に伴い、事業ごとのマニュアルを整備する。 

また、豪雨等の災害への対応についても継続し検討する。 

 

ア 感染症の予防・まん延防止のための対策を検討する委 

員会開催 

イ 業務継続計画（ＢＣＰ）に基づいた避難確保訓練等を実

施 

ウ 市外対応 

市外への災害に迅速に対応するための体制の構築 

 

（実績） 

ア 感染症の予防・まん延防止のための感染対策委員会を６

月と１２月に開催。 

イ ＢＣＰを策定し、各事業所にてＢＣＰ訓練及び避難確保

訓練を実施（１０月～１１月） 

ウ 市内外対応 

【市内対応】 

 実績なし 

【市外対応】 

実績無し 

(成果・効果) 

・感染対策委員会を 

 開催し、各事業所

で感染症予防のた

めの研修及び訓練

を実施することが

できた。 

・業務継続計画に沿

った訓練を実施す

ることで、指揮体制

の明確化につなが

った。 

 

 

☑継続 

 

□改善点を

盛り込んで

継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 

④ほっとか

へんネット

みき（三木

市社会福祉

法人連絡協

議会）の支

援 

ア ほっとかへんネットみきの活動支援 
社会福祉法人の専門性や機能を生かした取組の情報共有、

連携を図るため、「ほっとかへんネットみき（三木市社会福

祉法人連絡協議会）」 の活動支援に取り組んだ。 
 

開催日 内容 

５月２７日 〇第１回実務担当者会議 

・発表「他の社会福祉法人を知ろう

（カトレア三木編）」 

・グループワーク「令和７年度の事

業計画を作ろう」 

 

８月２７日 〇総会 

・令和６年度事業報告及び収支決算

について 

・令和７年度事業計画（案）及び収支

予算（案）について 

・講演「これからのほっとかへん 

ネットの活動について」 

９月１７日 〇第２回実務担当者会議 

・グループワーク「令和７年度の事業

について（みきボランタリーフェ

スタへの参加に向けて）」 

 

１０月１５日 〇第３回実務担当者会議 

・みきボランタリーフェスタについ

て（事前準備、当日のタイムスケ

ジュール等） 

１１月１６日 〇みきボランタリーフェスタへ参加 

２月２５日 〇第４回実務担当者会議（予定） 
 

(成果・効果) 

・実務担当者会議を

開催し、会員同士

が役職、職種を越

えて、つながる場

を提供することが

できた。 

・みきボランタリー

フェスタにおい

て、ほっとかへん

ネットみきの活動

を地域住民へPRで

きた。 
 

（課題） 

・ほっとかへんネッ

トみきに加入して

いるが、活動に参

加していない法人

に対し、参加意欲

を高める働き掛け

が必要である。 

 

（改善点） 

・参加していない法

人に対して活動へ

の理解と参加の促

進を図る。 

□継続  
  
☑改善点を

盛り込んで

継続  
  
□達成  
  
□廃止（理

由）  
 

⑤職場環境

の整備 

人材定着・確保に向け各種制度改正への対応のほか、より

よい職場環境をめざした改善を図った。 

 

（実績） 

ア 育児・介護休業関係規程の見直し 

イ 給与関係規定の見直し 

ウ 衛生委員会の開催（月１回） 

エ 健康診断・ストレスチェックの継続実施 

オ 産業カウンセラーによる相談の継続実施  

(成果・効果) 

・衛生委員会の月１

回の開催により、職

場の安全管理実施

等行い、職員の健康

管理等の意識向上

につながった。 

・給与の改定を行い、

処遇改善を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☑継続 

 

□改善点を

盛り込んで

継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 

⑥ Ｉ Ｃ Ｔ

（情報通信

技術）の推

進 

 働き方改革の提言において、医療、福祉サービスの改革プ

ランでは生産性の向上が示され、ロボット・ＡＩ（人工知能）

等の活用が進められている。 

 介護、障害、医療にとどまらず、業務全般の革新に向けた

取組を進める。 

 

ア 介護、障害、医療におけるＩＣＴの活用 

(成果・効果) 

・会計システム（予算

管理）を導入し、予

算管理、様式統一

で、確認事務などの

効率化ができた。 

 

 

 

☑継続 

 

□改善点を

盛り込んで

継続 

 

□達成 
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（２）財務に関すること 

①財務指標

分析の実施 

ア 役員会への報告 

的確な経営判断ができるように月次収支状況を分

析し、役員会や局課長会議への月次報告を定例化 

イ 各部署・部門への指導 

適正な予算管理、執行の徹底、経理規程に基づき適

正な会計事務を行えるよう文書等で各部署・部門への

説明を実施 

ウ 財務指標分析の実施 

エ 制度改正への対応 

   本会への影響が大きい制度改正への適切な対応に取

り組めるよう情報収集を行う。 

    

（実績） 

・月次収支状況を分析し、役員会や局課長会議への月次報

告を実施 

・収支分析・収入確保の計画を作成した。 

（成果・効果） 

・収支分析、収入確保計

画を作成し、給与改定

の根拠を示すことが

できた。 

 

 

 

☑継続 

 

□改善点を

盛り込んで

継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 

②指定管理

施設の運営

分析 

 

 

三木市の諸計画や三木市公共施設再配置計画を踏まえ、

三木市担当課と定期的に情報交換の場を設け、情報の共有

と適正な運営の継続に努める。 

 

ア 指定管理施設連絡調整会議の開催（７月、１０月） 

イ 継続運営に必要な指定管理料の積算および計画的な

修繕の実施 

 

（実績） 

・三木市介護保険課と定期的に協議の場を設け、指定管理

施設の適正な運営に努めた。 

・大規模修繕として、デイサービスセンター志染の電気温

水器修繕工事（１１月）を実施した。 

(成果・効果) 

・介護保険課と指定管

理施設の運営につい

て定期的に連絡調整

会議を開催し、適正な

事業の運営につなが

った。 

 

 

 

☑継続 

 

□改善点を

盛り込んで

継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 

③社協会員

加入促進・

募金の啓発 

会員加入について組織運営、活動への理解と協力が得ら

れるよう事業を実施し、啓発を行う。 

善意募金においては、どのような事業、活動に使われて

いるか明確にして募金者の共感が得られるように、社協だ

よりやホームページ等で啓発を行う。 

 

ア 区長協議会への会員会費・募金の説明継続実施と啓発 

イ 住民への広報活動について、共感や理解が得られるよ 

うに説明資料や広報内容の工夫をする。 

 

 

（実績) 

●区長協議会への説明・啓発 

・各地区区長協議会への説明会実施啓発を依頼文書及び 

 全体の区長会にて説明を行った。⇒説明会依頼はな 

 し。 

・区長協議会連合会定例理事会出席３回 

（５月、７月、９月） 

●再度の協力依頼を２回行った。 

 

社協会費 実績 R7（R6） 前年比 

一般 

会費 

協力 

自治会 

172 自治会 

（174 自治会）
△2自治会 

金額 
5,386,594 円 

（5,824,246 円）
△437,652 円 

賛助 

会費 

会員数 39 人（46 人) △7 名 

金額 
264,000 円 

(282,000 円) 
△18,000 円 

団体 団体数 16 団体 △23 団体 

（成果・効果） 

・７月と１２月に募

金、会費の再依頼を

行った結果、善意募

金は協力自治会の増

加につながった。 

 

 

 

☑継続 

 

□改善点を

盛り込んで

継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 

イ 事務処理の効率化に向けたＩＣＴの活用 

 

（実績） 

・会計システム（予算管理）の新規導入 

 

□廃止（理由） 

活動 

（事業）名 
活動（事業）内容と実績 

評   価 次年度以降の 

取組区分 成果・効果と課題 改善点 
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会費 （39 団体) 

金額 
60,000 円 

（132,000 円) 
△72,000 円 

計 
5,710,594 円

（6,238,246 円） 
△527,652 円 

善意募金 実績 R7（R6) 前年比 

一般 

募金 

協力 

自治会 

170 自治会 

（162 自治会) 
8 自治会 

金額 
2,919,785 円

（2,855,026 円）
64,759 円 

篤志 金額 
0 円 

（0 円) 
0 円 

計 
2,919,785 円 

（2,852,026 円) 
67,759 円 

（令和 8年 1月 31 日現在） 

④地域歳末

たすけあい

配分事業の

実施 

地域歳末たすけあい募金配分要領に基づき、配分を実

施。 

 

ア 施設等利用者に対する事業への配分、罹災見舞の配分

の継続実施 

 

（実績） 

 配分額 内容 

福祉施設配分 159,000 円 配分先の施設７施設 

①三木市手をつなぐ育成会 

②つばめのお家 

③ウィズ・ユー三木 

④やすらぎ工房 

⑤みにょんち 

⑥ざくろ 

⑦まほろば 

罹災見舞配分 120,000 円 火災見舞 ４件 

計 279,000 円  

（令和 8年 1月 31 日現在） 

(課題) 

・応募団体が固定化し

ているため、別の周

知方法を追加する。 

・継続して障がい分野

への助成を行ってお

り、活動も定着して

いることから、新た

な社会課題への助成

について検討する。 

（改善点） 

・より多くの団体か

ら応募があるよう

に、電話等ではた

らきかける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□継続 

 

☑改善点を

盛り込んで

継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 

 

（３）人材確保・育成に関すること 

①人材確保・

育成・管理 

ア 人材育成計画に基づく職階別、職能別研修の実施及び 

ＯＪＴ担当者研修・情報交換の強化 

イ 人材定着・育成に向けた取組 

ウ 全体研修の実施 

交通安全研修（９月）、人権研修（２月予定） 

エ 勤続表彰の実施 

  継続勤務年数が１０年、２０年及び３０年となる職員

を表彰することにより、職員の士気高揚を図る。 

 

(実績) 

ア 職階別、職能別研修 

イ 人材定着・育成に向けた取組 

ウ 交通安全研修 

９月に集合型研修を実施 

研修テーマ 交通事故を防止するために自身ができ 

る取組について 

人権研修 

２月に実施予定 

研修テーマ こどもの人権 

エ 永年勤続表彰 

  令和８年３月予定 

(課題) 

・同一の研修受講者

同士の法人内での

情報交換の場を開

催できなかったた

め、取り組みが法人

全体で共有できて

いない。 

（改善点） 

・職員同士の情報交

換の実施（９月もし

くは１０月頃） 

□継続 

 

☑改善点を

盛り込んで

継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 

 

（４）広報・啓発に関すること 

活動 

（事業）名 
活動（事業）内容と実績 

評   価 次年度以降の 

取組区分 成果・効果と課題 改善点 

活動 

（事業）名 
活動（事業）内容と実績 

評   価 次年度以降の 

取組区分 成果・効果と課題 改善点 
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①社協活動

の啓発・情報

発信 

地域福祉の推進が住民によくわかるように掲載。また音

訳・点訳版を製作し、希望する視覚障がい者に対して配布

する。 

 

（実績） 

ア 社協だよりの発行 

６回/年  

（５月・７月・９月・１１月・１月・３月（予定）） 

発行部数 １回１６，２００部 

イ 社協活動報告の発行 

  年１回 ８月に全戸回覧で配布 ３，５００部 

ウ ＳＮＳ等を活用した情報発信 

バナー広告の推進 １企業 

（令和7年12月31日現在） 

(成果・効果) 

・定期的に発行を行

い、住民に啓発を行

うことができた。 

 

（課題） 

・各課の行事、事業を

横断的に把握しき

れず、魅力発信が充

分に行えていない。 

（改善点） 

・広報内容について

検討する職員ワー

キングの実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□継続 

 

☑改善点を

盛り込んで

継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 

②職員の講

習会等への

派遣・実習正

受入 

 

ア 社協職員の福祉専門職性を生かした各地域や市民活

動団体・関係機関への福祉の勉強会や講習会に対し職員

を派遣 

イ 社協事業、取組について説明する職員を派遣 

ウ 派遣方法の検討 

  情報発信ツール（ＳＮＳ等）を活用した方法の検討 

 

（実績） 

社協活動について、また各事業の説明、制度説明などで

役職員が地域の会合や団体の会合等で説明に出向いた。 

・民生委員児童委員協議会定例会 

・三木市老人クラブ連合会 

社協事業について説明 

・三木市立志染小学校 

地域活動等や本会事業の説明 

・三木市立三樹小学校、緑が丘東小学校、広野小学校、兵

庫県立三木総合高等学校、三木北高等学校、西神看護学

校 

 共同募金の使いみちである社協事業について 

※専門的な事業内容の講演については、各事業で記載。 

(成果・効果) 

・依頼により、会合等

の場で職員が事業

説明等を行い、福祉

や介護に関する理

解を広げた。 

 

 

☑継続 

 

□改善点を

盛り込んで

継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 
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２ 地域福祉推進体制の充実・発展 

 

（１）地域コミュニティ活動の推進 

活動 

（事業）名 
活動（事業）内容と実績 

評   価 次年度以降の 

取組区分 成果・効果と課題 改善点 

①ふれあい

サロン活動

の支援 

さまざまな要因で地域の中で閉じこもりがちな高齢者や

障がいがある方々等の仲間づくり、互いに見守りあうコミ

ュニティの基盤づくりとして一役を担う集いの場（サロン）

を住民が歩いていける身近な場所で自治会エリア、地区エ

リアに開設することを推奨する。 

 

（実績） 

ア 活動の相談支援 

  随時実施   

イ 活動展開に必要な情報提供支援 

  サロンニュースの発行（８月・２月） 

ウ 開設・運営補助金の交付 

助成金種類 交付サロン数 

集いの場開設準備助成金 １サロン 

年間活動助成金 ８２サロン 

民家・店舗等を活用して集いの

場を開催するグループへの助成 
２サロン 

 

エ 参加者のケガに対応するための保険加入 

共済・保険種類 加入件数 事故件数 

ふれあいサロン・社協行事傷害

補償 
８７件 ０件 

 

オ 運営グループを対象とした研修会の開催 

 開催日：令和７年６月１７日（火） 

 参加者：６７人 

 内 容： 

 ①講演 

 「安心・安全な「食」を通じた地域活動をめざして」 

  講師 北播磨県民局 加東健康福祉事務所 

 ②事例発表 

 「サロンの参加者もボランティアもみんなで調理実習型

プログラム」 

 ・岩宮町ハッピイデイ 

 ・ＧＯ・５ふれあいサロングループ 

 ③質疑応答・意見交換 

  

カ 登録サロンへの支援内容の見直し 

（開設状況） 

地区 

対象者別サロン数 

全住民 高齢者 
障がい

者 
その他 件数 

三 木 １１ １   １２ 

三木南 ７    ７ 

別 所 ４    ４ 

志 染 ２    ２ 

細 川 ３    ３ 

口吉川 １    １ 

緑が丘 ９ ３ １  １３ 

自由が丘 １４ １  １ １６ 

青 山 ６ １   ７ 

吉 川 ９ ４   １３ 

広 域  ７ １ ２ １０ 

小 計 ６６ １７ ２ ３ ８８ 

合 計 
緑が丘の 1サロン/高齢・障がい両方のため 

８７サロン 

※その他：子育て、ひきこもり、介護者 

 （令和 7年 12 月 31 日現在） 

 

・新規サロン立ち上げ相談に対応、新たに１サロンが立ち 

上がり、登録した。 

 

(成果・効果) 

・サロン活動者研修

会において、食事提

供に関する講演や

事例発表を行った

ことで、安心・安全

な実施に向けた理

解が深まり、参加者

の意識向上につな

がった。 

 

(課題) 

・民生委員や役員の

改選に伴う担い手

の減少、活動者の高

齢化、地域からの支

援体制の不足によ

り、活動の継続が難

しくなっている団

体があるため、サロ

ン運営の意義につ

いて知ってもらう

必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（改善点） 

・民生委員改選に伴

い、代表者が変わる

ことが想定される

ため、サロン運営の

意義について説明

する機会や方法を

検討する。 

 

 

□継続 

 

☑改善点を

盛り込んで

継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 
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②ふれあい

会食会活動

補助金事業 

地域住民を対象に、不規則になりがちな食生活の改善と

一緒に食事を摂ることで健康増進と仲間づくりをすすめる

活動を支援する。 
 
  

（実績） 

ア 補助金要件を満たしたボランティア市民活動団体に対

し、参加人数ごとに定めた金額を補助 

申請グループ名 補助回数 参加者 
ボランティア〝集い〟 ７回 ８４人 
自由が丘ふれあい給食調

理Ｖほほえみの会 
５回 ２２８人 

（令和 7年 12 月 31 日現在） 
 

事業目的を意識した活動のための５つのチェックポイント 

チェック項目 
チェック

数 
特に「お誘いしたい人（気になる人）」に参

加してもらえるようお声かけなどの工夫が

ありましたか？ 
４ 

対象者が「お客様」にならないように、何か

できる方には役割づくりを意識しています

か。 
１ 

身体が不自由な方も参加しやすいように気

をつけていますか？ 
※会場内で快適に過ごせるように気にかけ

る、家の近くまで出迎えるなど 

１ 

参加しなくなった人や回数が減った人を気

にかける話をされていますか？ 
※民生委員・児童委員さんや地域の役員さ

んと話すのも方法の１つです 

４ 

会食会をきっかけに、ご近所同士で顔見知

りになれる関係づくりを意識して開催して

いますか 
１０ 

合 計 ２０ 
 （令和 7年 12 月 31 日現在） 

(成果・効果) 
・活動報告書類に事

業目的をチェック

する項目を設けて

いることで、意識づ

けができている。 
・会食会を通じて、参

加者同士の気にか

けあうつながりが

できている。また、

参加しなくなった

人を、グループ内で

協議する機会を設

け、欠席者を訪問す

る活動が生まれて

いる。 
  

 

 

 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 

 
  
 

☑継続 

 

□改善点を

盛り込んで

継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 

③地域活動

車の貸し出

し 

主体的な地域活動をはじめ、ボランティア・市民活動が

発展できる環境づくりの一環とし、本会が保有する公用車

を「地域活動車」として、各種団体等に貸し出した。 

 

（実績） 

車種 
貸し出し日数（月平均） 

令和６年度 令和７年度 

トラック ４２日（４.６日） ８５日（９.４日） 

７人乗り 

ワゴン車 
３９日（４.３日） ５４日（６日） 

１０人乗り 

ワゴン車 
５２日（５.７日） ７０日（７．８日） 

キャリー ０日  ０日 

車いす対応

車両 
８７日（９.６日）  ０日 

マイクロ 

バス 
８７日（９.６日） ―日（－日） 

月平均の算出方法：貸し出し日数／月数（９ヶ月） 

（令和 7年 12 月 31 日現在） 

 

ア 地域ニーズの変化に伴う要綱の見直し及び利用方法の

周知 

   

イ 今後のマイクロバス貸出の方向性の検討 

現行の運行をやめ、助成金方式へと変更することとし、本

年度中の実施とすることとした。 

(成果・効果) 
・サロン送迎のため

の利用が大半を占

めている。閉じこ

もりがちな方の居

場所づくりの一翼

を担っている。 

 

（課題） 

・マイクロバスの貸

出事業から助成事

業への切り替えの

周知が必要。 

（改善点） 

・マイクロバスの貸

出が助成方式にな

ったことを関係団

体へ周知する。 

 

 

 

 

□継続 

 

☑改善点を

盛り込んで

継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 

④誰もが利

用しやすい

施設づくり 

施設を拠点とした地域交流活動や地域で開催されるイベ

ントに積極的に参加することで、地域住民と高齢者・障が

い者施設との交流の機会を増やし、地域における福祉拠点

としての役割を果たす。 

 

(成果・効果) 

・地域住民の生きが

い、健康づくりの場

としてデイサービ

スの地域交流室を

 

 

 

 

 

☑継続 

 

□改善点を

盛り込んで

継続 
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（デイサービスセンター） 

地域福祉センターを拠点とした地域交流活動や地域で開

催されるイベントに参加することで地域住民との交流の機

会を増やし、地域の福祉拠点をめざす。 

（具体的な取組） 

ボランティア、地域住民との交流、トレーニングマシン

の一般開放、地域交流室の有効活用など 

（実績） 

ア 地域住民の生きがいづくり 

施設名 内容 参加者 

三木東 みっきぃ☆いきいき体操自主教室 845 人 

三木南 トレーニングマシン一般利用 5 人 

三木北 トレーニングマシン一般利用 194 人 

志 染 みっきぃ☆いきいき体操自主教室 207 人 

自由が丘 
みっきぃ☆いきいき体操自主教

室、整体教室、踊り練習等 
2,866 人 

合    計 4,117 人 

イ ボランティアとの交流 

施設名 内容 参加者 

三木東 将棋、ハーモニカ等 151 人 

三木南 将棋、ハワイアン等 51 人 

三木北 踊り、フルート演奏等 23 人 

志 染 踊り、アコーディオン、大正琴等 20 人 

細 川 書道ボランティア、落語、演奏等 30 人 

口吉川 ハワイアン、将棋等 11 人 

自由が丘 コーラス、踊り、腹話術、陶芸等 110 人 

合    計 396 人 

ウ 地域住民との交流 

施設名 内容 参加者 

三木東 老人クラブ花植え 12 人 

三木南 老人クラブ花植え 16 人 

三木北 三木中トライやるウィーク等 33 人 

志 染 老人クラブ花植え 16 人 

細 川 三木中トライやるウィーク等 57 人 

口吉川 地区夏祭りボランティア 2 人 

自由が丘 自由が丘中トライやるウィーク等 78 人 

合    計 214 人 

エ 地域交流室の有効活用 

施設名 内容 参加者 

三木南 ボランティア控室 38 人 

志 染 ボランティア控室 15 人 

口吉川 ボランティア控室 10 人 

自由が丘 ボランティア控室等 80 人 

合    計 143 人 

（令和 7年 12 月 31 日現在） 

 

 

（はばたきの丘） 

ア 施設を拠点とした地域交流活動 

▽行事や勉強会の開催 

・７月  はばたき和っしょい祭り 

▼利用者含め８７名参加 

・１１月 地域向けはばたき勉強会（災害関連） 

▼利用者含め４４名参加 

・１１月 クリーンアップ大作戦（地域清掃活動） 

 ▽スヌーズレンルームの運用 

・利用者の定期的な利用       

・外部見学者への紹介・体験     

▼延べ人数 利用者：５４名 見学者９７名 

イ ボランティアの育成と交流 

 ・各プログラム・作業・クラブ講師など活動の場の提 

  供 

 ・年末の集いにボランティアを招待 

▼ボランティア延べ人数 ４１９名 

  月平均 ４６．５名 

ウ 地域行事や活動への参加  

 ▽行事 

提供し、地域の福祉

拠点としての役割

を担うことができ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（成果・効果） 

・民生委員児童委員

協議会の定例会の

会場に地域交流室

を利用されること

が増え、それによっ

て初めてはばたき

の丘に来た方も多

く、施設を知っても

らう良い機会とな

った。 

 

（課題） 

・スヌーズレンルー

ムの PR はしている

が、利用に関する問

い合わせがない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（改善点） 

・スヌーズレンルー

ムが地域校交流の

一環となるよう、近

隣施設向けにチラ

シを配布し、体験会

の開催などを企画

して、利用につなげ

ていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□継続 

 

☑改善点を

盛り込んで

継続 

 

□達成 

 

□廃止（理

由） 
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  ・５月  三木社協作品展示会出展 

  ・８月  青山夏祭り出店参加 

・１０月 三木市障害者ふれあいスポーツ大会参加 

     フラ発表会参加 

・１１月 青山文化祭 作品出展 

・１２月 令和７年度障がい者週間作品展示会出展 

▽三木特別支援学校へのセラピスト派遣 

  ・学校からの要請により２か月に 1回学校を訪問し教

師からの相談に対しアドバイスを行う 

エ 地域交流室の利用促進と有効活用 

 ・施設見学・作業体験 

 ・行事  

・定例会  等 

（災害時の備えと構えを当事者、家族、支援者で考える 

集い、民生委員児童委員協議会、特別支援学校関係等） 

▼延べ利用人数４６９名 

オ 情報発信 

 ・機関誌「はばたきＴＩＭＥＳ」の発行 

（６月・１０月） 

 ・ホームページの作成 

 ・ブログを作成し日々の活動を紹介 

（令和 7年 12 月 31 日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤地区福祉

委員の設置 

地区のニーズに基づき「地区福祉委員」を設置し、地域に

おける暮らし、生活での困りごとを抱える家庭の早期発見、

必要な情報提供を強化。 

 

ア 地区福祉委員連絡会 年３回 

イ 活動に関する情報提供と地域交流の場で活用できる資 

機材の貸出 

 

（実績） 

吉川地区福祉委員を委嘱（令和５年度より３か年） 

吉川地区福祉委員連絡会 ３回開催 

（第３回目は２月開催予定） 

ブロック会議 １回開催 
（内容） 

①研修「地域のつどいの場について」 

 開催日：令和７年７月８日 

②研修「地域の居場所づくりについて」 

    ～みなぎ台地区の活動について～ 

 開催日：令和７年１１月１８日 

 ブロック会議「情報交換会」 

③研修「互いに気にかけあう関係の大切さについて」 

 開催日：令和８年２月１５日 （開催予定） 

（令和 8年 1月 9日現在） 

(成果・効果) 

・第１０期吉川地区

福祉委員の活動を

３年間実施し、各自

治会での早期発見、

情報提供につなが

った。 

 

（課題） 

・区長協議会の場に

おいて、負担感の軽

減、人数不足、報酬

について検討すべ

きとの意見があっ

たため、第１１期吉

川地区福祉委員の

任期中に、役割等の

見直しを行う（内部

協議）。 

 

 

 

☑継続 

 

□改善点を

盛り込んで

継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 
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（２）地域支え合い体制づくり 

活動 

（事業）名 
活動（事業）内容と実績 

評   価 次年度以降の 

取組区分 成果・効果と課題 改善点 

①支えあい

活動エリア

での拠点づ

くり 

 

住民がいつでも気軽に集まり、主体的に支えあい活動を

進めることができる地域福祉活動拠点づくりを推奨した。 
  
（実績） 
・青山３丁目自治会からの相談対応 

 改修後の集会所の在り方について意見交換を実施。 

 １１月２５日(火)区長と事前打ち合わせ 

 １２月５日(金)集会所運営委員会と意見交換 

 ・他地区の地域拠点について情報提供をする 

 ・子育て拠点など、地域住民の「こんな集会所にした 

  い」という思いを気軽に話し合うことができた。 

 

(成果・効果) 
・行政と社協のそれ

ぞれの視点で情報

提供をし、地域づく

りをするための連

携ができた。 

・住民目線の集会所

の在り方に対する

希望を住民同士が

気軽に話し合うこ

とができた。 

 

 

 ☑継続 

 

□改善点を盛

り込んで継

続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 

②生活支援

コーディネ

ーター配置

《市受託事

業》 

 

 

生活支援コーディネーターを４名配置し、市民協議会「暮

らし・生活部会(２層協議体)」にて、住民の暮らし・生活の

しづらさや課題を地域で共有し、支えあう体制づくりにつ

いて協議を支援した。 
また、さまざまな機関が取り組むまちづくり等の事業や

施策の活用、協働による課題解決等に結びつく学びやつな

がりの機会づくり、情報の収集及び提供、コーディネートを

行った。 
  
（実績） 

ア ２層協議体設置および運営支援 

●未設置地区(三木地区・青山地区) 

・三木地区  

 民生委員児童委員協議会の定例会へ出席。 

 買い物支援を通じて住民との関係性構築に努めた。 
・青山地区 

 民生委員児童委員協議会の定例会へ出席 

 まちづくり協議会見学を実施(２回) 

 地域の実情を把握するために、みらいふ会議(みらまち 

 緑が丘・青山推進機構)へ参加 

●設置地区 

地区名 
部会への

参加回数 

協議体での協議事項、取組支援 

吉川 ７回 
①買い物手段の把握 

②防災に関する取組 

口吉川 ５回 
①コープこうべの移動販売 

②地区計画に関する意見交換 

細川 ３回 

①コープこうべの移動販売 

②支えあい協働会議の開催 

③地区計画に関する見直し及

び評価 

④買い物バス体験会の企画検 

 討 

⑤細川地域学校の取組支援 

・細川地域学校運営委員会で 

 協議の場を支援 

・「歴史探訪」企画運営支援 

・「糀ワークショップ」の開 

 催支援 

・ひよこの会の支援・参加  

・「いろいろたいけん隊」の企  

 画 

三木南 ５回 

①認知症予防プログラムの開 

 催支援 

②みなみえんにち「みきみな 

 みサマーフェスティバル」 

 の開催支援 

③支えあい協働会議の開催 

別所 ４回 

①(株)フジ移動スーパーおま 

 かせくんによる買い物支援 

②集い場一覧の作成 

③ゴミ捨て問題へ協議 

(成果・効果) 
・地区計画に基づき、

取組を推進できた。 

・民生委員・児童委員

とケアマネジャー

をつなぐ機会をも

つことができた。 

 

(課題) 
・部会員が企画した

各行事や取組への

参加者が少ない。 

 広報支援を検討す

る必要がある。 

・部会員が何のため

に実施しているか

の共通認識をもつ

ことが必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（改善点） 

・地域の実情に応じ

た方法で広報の支

援する必要がある。 

・部会での協議や活

動等が円滑に進む

よう部会員や地域

まちづくり担当者

共通認識を持ち、連

携強化を図る。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□継続 

 

☑改善点を盛

り込んで継

続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 
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志染 ５回 ①コープこうべの移動販売 

緑が丘 ２回 
①けんこうカレッジの開催支 

 援 

自由が丘 ７回 

①支えあい協働会議の開催 

②市政懇談会に向けた協議の 

 場を支援 

 

地区名 内容 

口吉川地区 計画に関する意見交換を実施 

細川地区 既存の計画について評価を実施 

 

イ 生活支援等サービスに対するニーズ及び資源の把握と

その見える化 
●２層生活支援コーディネーターのホームページに「ふ 

 れあいサロン情報」「サークル情報」を掲載 

●地域住民や専門職等がふれあいサロンの情報を共有する    

仕組みづくりについて検討 

●みっきぃ福祉マップ作成チームとの協働 

 ６月に第１弾「みっきぃ福祉マップ」を発行。「移動」を

テーマに第２弾「みっきぃ交通福祉マップ」を作成中。 

●地域ケア会議への出席 

・地域ケア会議開催前の事前打ち合わせに出席 

・地域ケア会議(軽度事例) 

 インフォーマル資源や地域の実情について情報提供した 

開催日 場所 事例圏域 

８月２１日 ハートフルプラザ 南部 

１０月９日 ハートフルプラザ 西部 

１２月１１日 総合保健福祉センター 南部 

 

●みっきぃ☆いきいき体操シニアいきいきプラスコースへ

の参加 

参加者に対し、サロンなどの集い場情報や社会参加に関

する情報を提供する。 

開催地区(会場名) 参加回数 

南部(青山公民館) ４回 

東部(吉川健康福祉センター) ４回 

●ニーズ及び資源の把握 

・みらいふ会議への参加 

・認知症カフェ、ふれあいサロンへの参加 

・デマンド型交通の説明会(三木南・別所・志染)への参加 

 

ウ 生活支援等サービスに係るネットワークの構築 

●民生委員児童委員協議会の地区定例会への参加 

●１層協議体支援内容検討ワーキングへの参加 

●気になるカードの取組推進 

 各地区の防災研修等の行事で気になるカードを配布。 

気になるカードの対象者の基準等が、現代とあっていな

い。 

エ 生活支援等サービスの担い手の養成及び生活支援等サ

ービスの開発 
●認知症に関する取組支援 

・認知症カフェの立ち上げ支援・相談対応 

  ３団体(継続含む) 

・認知症しあわせ計画２０２５実行委員会への参加 

・認知症カフェ連絡会への出席 

・認知症サポーター ステップアップ講座への参加 

 

オ 住民自治組織等の多様な主体への協力依頼等の働きか   

 け 

●地域福祉研修の開催 

 民生委員児童委員協議会定例会の前後にて開催する。 

 ※希望のあった地区のみに開催 

 民生委員・児童委員とケアマネジャーがお互いの役割等

を学びあい、顔の見える関係づくりとなった。 

地区名 開催日 参集者 

自由が丘 ６月１２日 

民生委員・児童委員、主任

児童委員、市内ケアマネジ

ャー、１層生活支援コーデ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・気になるカードの

対象者等の基準の

見直しが必要であ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・時代に応じた気に 

なるカードの対象

者基準やあり方等

を検討していく。 
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ィネーター、２層生活支援

コーディネーター 

口吉川 ７月７日 

民生委員・児童委員、主任

児童委員、あんしんサポー

トセンター口吉川、２層生

活支援コーディネーター 

●支えあい協働会議の開催 

地区名 開催日 テーマ 

細川 ７月１８日 支えあいマップ作り 

三木南 ８月３日 支えあいマップ作り 

自由が丘 １０月４日 認知症予防プログラム 

●その他 

・地域再生アドバイザーとの意見交換会への参加 

・まち担会への参加 

 

カ  ニーズとサービスのマッチング 

・地域の希望に応じて、コープこうべ協同組合や(株)フジ

と連絡調整をし、買い物支援を行う。コープこうべ協同

組合の買い物支援については、３か月に１回定期連絡会

にて買い物状況や課題について共有する。 

・専門職やボランティア、地域住民からの相談に対し、地域

資源等の情報提供、マッチング支援を行う。 

・デマンド型交通の利用促進に努める。 

 

キ ２層協議体等の取り組みの情報発信 

 ２層生活支援コーディネーターのホームページに随時、

２層協議体の取組を紹介する。 

 

（３）ボランタリー活動相談・支援 

活動 

（事業）名 
活動（事業）内容と実績 

評   価 次年度以降の 

取組区分 成果・効果と課題 改善点 

①マッチン

グ・相談支

援 

ボランティア・市民活動を求めている人とボランティア・

市民活動を結びつけ、他団体とのコーディネート、情報提供

等を行う。 

 

（実績） 

ア マッチング支援 

イ 活動・運営相談支援 

区  分 
調整件数 

令和６年度 令和７年度 

在
宅 

高齢者 ２１ ３３ 

在宅障がい者 ３０７ ２７８ 

在宅その他 １５５ １５３ 

施設 ３５ ４３ 

病院 ２ １ 

行政機関 １４ １４ 

地域 ７２ ８１ 

市民活動団体 １ １ 

当事者団体 ２ １ 

学校 ３ １ 

居宅介護事業所 ０ ２ 

その他 １６ １２ 

合  計 ６２８ ７９４ 

調整に要した時間 
４２０時間 

４０分 

５５０時間 

４０分 

（令和 7年 12 月 31 日現在） 

(成果・効果) 

・施設からの訪問ボ

ランティアの依頼

が増加した。 

 

 ☑継続 

 

□改善点を

盛り込んで

継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 

②ボランテ

ィア共済・

保険の加入

促進 

 

活動中の事故に備えて共済・保険の加入を促進した。 

  

（実績） 

ア ボランティア活動を補償する共済・保険 

イ ボランティアグループ等が主催する各種行事における 

様々な事故に対する保険 

ウ ボランティアグループ等が行う移送・送迎において、 

その利用者の移送・送迎中の傷害事故に対する保険 

共済・保険種類 加入者数 
事故件数 

傷害 賠償 

全国ボランティア活動保険 １，８６４人 ７ ０ 

  ☑継続 

 

□改善点を

盛り込んで

継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 
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兵庫県ボランティア・市

民活動災害共済 
１，４２７人 ２ 1 

  

共済・保険種類 加入件数 
事故件数 

傷害 賠償 

全国ボランティア行事用

保険 
１３件 ０ ０ 

兵庫県ボランティア活動

等行事用保険 
 １件 ０ ０ 

（令和7年12月31日現在） 

③活動資金

づくり支援 

ボランティア・市民活動団体の活動資金を得る機会とし

て、各種助成金の啓発・申請支援を行った。 
  
（実績） 
ア ひょうごボランタリー基金県民ボランタリー活動助成 

金の受付  

エントリー数：１１２団体 

イ その他助成金の申請支援  
・一般社団法人あすたむ舎障がい者支援助成の推薦：１

団体 

・公益財団法人大同生命厚生事業団シニアボランティア

活動助成の推薦：１団体 

・公益財団法人大和証券財団ボランティア活動助成の推

薦：２団体 

（成果・効果） 
・県民ボランタリー

活動助成金のエン

トリー団体は昨年

と同程度からの申

請があった。 

・団体が新たな活動

展開を行うための

助成金申請を支援

することができた。 

 

 ☑継続 

 

□改善点を

盛り込んで

継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 

④みき善意

銀行事業 

社会福祉に参加したい、貢献したいという善意を生かす

ため、「人材・物品・金銭」を需給調整し、必要としてい

る人につなぐ仕組みとして広がった善意銀行の意義を大切

に、住民参加の寄付文化の醸成を図った。 
  

（実績） 

ア ボランティア・市民活動応援共感ファンド 
・第７期共感ファンドに応募のあった１団体を審査会で

寄付金募集団体として決定。寄付金募集を行った結果、

７月下旬には目標金額を１０万円強超える寄付金とな

り目標金額達成。 
団体名：志染みんなのピザクラブ（達成） 

・６月２８日（土）「三木市社会福祉協議会感謝状及び

みきボランタリー活動記章贈呈式兼みきボランタリー 

活動応援共感ファンド活動報告会 」を開催し、第６

期 共感ファンド団体「三木さくらニャンズ」の報告

と第７期共感ファンド「志染みんなのピザクラブ」の

プロジェクト発表を行った。 

 

イ 顕彰 
１１月１６日(日)に開催した「みきボランタリーフェ

スタ２０２５」内の「ほっとけない！」地域づくりを

考える集いに合わせて贈呈した。 

贈呈：個人１０名、６団体に贈呈 

 

ウ 事業の啓発、説明の機会 

三木市老人クラブ連合会への説明 

  役員会等で寄付の使途について説明。 

 

（成果・効果） 

【共感ファンド】 
・感謝状や活動記章

贈呈式と一緒に報

告会を実施するこ

とで共感ファンド

応募団体が、寄付者

だけでなく受章者

とも交流すること

ができた。また、第

７期プロジェクト

の PR も合わせてす

ることができた。 

・共感ファンドは、寄

付者が第１希望・第

２希望と選択しや

すいように寄付方

法例を作成し、郵便

振込用紙と合わせ

て印刷し啓発でき

た。 

・リーフレットの形

状を見直し、通年で

使用できるものを

作成することで、経

費が削減できた。 

・募金箱の設置場所

をプロジェクトに

関連する場所を中

心に増やし、より多

くの人に啓発でき

た。 
  
【顕彰】 

・感謝状の贈呈は、寄

付者の善意に対し、

会から改めて感謝

を伝える機会とな

っているため、継続

する。 

 

 

（課題） 
【共感ファンド】 

（改善点） 

・共感ファンドの要綱・

要領、団体への支援

方法、運営経費の見

直しを行う。 

 

□継続 

 

☑改 善 点 を

盛り込んで

継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 
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・開始から７年が経

過しており、新たな

参入を図るため、共

感ファンドの要綱・

要領の見直しや、団

体支援方法の見直

しが必要。 

・共感ファンドの HP

やクレジット決済

システム利用費用

が実施期間外にも

発生しているため、

運営経費の見直し

が必要。 

⑤ボランタ

リー活動の

拠点整備 

拠点、資源調達の相談、アドバイスを行う。また、市民

活動センターの運営を通じ、ボランティア・市民活動者が

効果的に活動展開できるよう基盤整備を進めた。   

(実績） 

ア ボランティア・市民活動に必要な資機材（印刷機を含 

む）等の整備と貸出 

 ・市民活動者：５４９件 

 ・地域   ： ９１件 

 ・当事者団体： ２２件 

イ ボランティア・市民活動のイベント等に関する参加申 

込の受付：６件 

ウ 市民による施設サポーターの設置 

 ・チームＳＲ（音響ボランティア）活動実績：２件 

 ・チーム IＣＴ（パソコン相談）活動実績：３３件 

(課題) 

・資機材の経年劣化

がみられるため、買

い替えが必要。 

・施設サポーターが

高齢化、減少傾向に

あるため、新規メン

バーを募る必要が

ある。 

（改善点） 

・資機材の整理を行

い、必要に応じて購

入する。 

・広報誌やＳＮＳ等で

メンバー募集をして

いく。 

□継続 

 

☑改 善 点 を

盛り込んで

継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 

⑥ボランテ

ィア・市民

活動団体と

の協働会議 

「協働が進む、広がる」をテーマに、立場の違うもの同

士が互いの違いを認めあい、共通の課題解決や共通の目標

に向けて心合わせや力合わせで取組を行うための会議を開

催した。 

 

（実績） 

ア 子ども食堂・地域食堂ネットワーク会議の開催 

会議の開催（１回） 

取組（協議）の内容 

 ・兵庫こども食堂ネットワークへの登録について 

 ・ＬＩＮＥグループを活用した寄付食材の受給調整につ

いて 

  参加団体：１４団体 

イ 三木市不登校・ひきこもり支援ネットワーク会議の開

催 

会議の開催（毎月第１火曜日 ９回） 

取組の内容 

・不登校・ひきこもりを考える集い 

開催日 内 容 

９月２８日 第３回不登校・ひきこもりを考える集い

―明日へのステップ―」 

不登校・ひきこもり体験者による登トー

クセッションと小グループでの意見交換 

・FM みっきぃ「ほっぷすてっぷ」 

 毎週金曜日２２時～ 

参加団体：６団体 

ウ 災害時の備えと構えを当事者、家族、支援者で考える 

集いの開催 

会議の開催（４回） 

取組の内容 

 はばたきの丘地域向け勉強会 

参加者：一般参加者７名（ZOOM２名含） 

    はばたきの丘利用者１９名 

 

エ 共通の課題解決に向けた取組を行うための会議の検討 

と実施 

 認知症しあわせ計画２０２５実行委員会への参加 

子ども食堂・地域食

堂ネットワーク 

・ＬＩＮＥグループ

を活用した寄付の

需給調整をはじめ

たことにより、円滑

かつ公平に寄付先

を決められるよう

になった。職員の調

整にかかる時間が

軽減された。 

 

三木市不登校・ひき 

こもり支援ネットワ 

ーク 

・広報、研修、イベン

トに担当を分けた

ことにより、主催者

であるという個人

の参画意識を高め

ることができた。 

・ラジオを通じた情

報発信の機会がで

き、多くの人に情報

を届けることがで

きた。 

 

災害時の備えと構え

を当事者、家族、支援

者で考える集い 

・はばたき勉強会で

の情報発信に向け

て各メンバーが役

割を持って準備し、

当日も参加者と直

接関わりを持ち、参

画意識を高めるこ

とができた。 

 

（課題） 

（改善点） 

・他のテーマにおいて

多様な立場のもの同

士の連携や協働が進

むための機会づくり

を検討する。 

・当事者や地域へ情報

を届ける広報の方法

を検討していく。 

・参画者の意向を確認

しながら、参画者が

主体となって取組を

進められるように協

議内容や関わり方を

検討する。 

□継続 

 

☑改 善 点 を

盛り込んで

継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 
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・イベント時、家族や

支援者は関心を寄

せて一定の参加が

あるが、当事者の参

加が少ない、当事者

の防災意識を高め

られるよう情報発

信や会のあり方に

いて検討する必要

ある。 

 

（４）ボランタリー活動者同士の連携・協働の推進 

活動 

（事業）名 
活動（事業）内容と実績 

評   価 次年度以降の 

取組区分 成果・効果と課題 改善点 

①みきボラ

ンタリーフ

ェスタの開

催 

さまざまなボランティア・市民活動団体が一堂に会し、

さまざまなボランティア・市民活動体験ができる場を設け

た。また、団体同士が互いにつながりあうことで新たな社

会課題や生活課題を解決していく市民力や地域力が高め

られていくことをめざした。 

 

（実績） 

開催日  令和７年１１月１６日（日） 
来場者   延べ３，０５９人 
・まちづくりの集い 
  講演「考えよう！これからの地域づくり」 
  参加者：７２人 
・「ほっとけない！」地域づくりを考える集い 
  講演「気にかけあうまちづくりをめざして」 
  グループワーク 
  参加者 ６７人 

 ・情報ひろば  

活動紹介パネル展示 ２４団体 
   市民協議会・市民活動支援金事業該当団体紹介パネ

ル展示 ３１団体 
・体験ひろば  

出展団体 ２８団体 
  体験者  延べ２，６２４人  

体験ひろば食の応援サポーター ２団体 
 体験者  延べ１９４人 

 

（成果・効果） 
・体験ひろば出展団

体が自分のブース

だけでなく、他のブ

ースへつながるよ

うな仕組みや声掛

けがみられた。ま

た、他団体や活動

者、来場者との交流

を楽しむことがで

きた。 

 

（課題） 

・体験ひろば出展団

体の中には、人手不

足により出展ブー

スから離れられず、

他のプログラムに

参加できず、研修や

交流が十分できな

かった団体があっ

た。  

（改善点） 

・集いの開催方法に

ついて検討し、多く

の活動者が参加し、

体験ひろばなども

楽しめるよう工夫

していく。 

□継続 

 

☑改善点を盛

り込んで継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 

 

（５）活動おこしのための機会づくり 

活動 

（事業）名 
活動（事業）内容と実績 

評   価 次年度以降の 

取組区分 成果・効果と課題 改善点 

①各種ボラ

ンティア・

市民活動講

座・研修事

業 

 

 市民による多様なボランティア・市民活動やまちづくり

が展開されるための講座、研修等の学びの機会を企画し

た。 

 

（実績） 

ア 既存ボランティア・市民活動団体と協働で実施する各 

種ボランティア・市民活動講座の実施 

講座名 参加者 

聞こえのサポートボランティア入門講座 ３人 

お花のもつチカラをいかした聞き上手ボラ

ンティア講座 
９人 

音楽療法ボランティア入門講座 ５人 

朗読ボランティア養成講座 ７人 

音響(PA)体験 １人 

盲ろう者通訳介助ボランティア入門講座 １人 

託児ボランティア養成講座、点訳ボランティア初級技

術講習会は、応募者がいないため、次年度に開催する。 

イ ボランタリー活動へ参加・参画していくための学び 

の場として「はじめの一歩講座」の開催 

下記の①～③の内容を４日間コースで開催。 

 ①座学「自分の可能性に出会うボランティア活動」 

 ②ボランティア体験２日間 

 ③もう一歩つながり説明会 

 受講者：３名 

（成果・効果） 

・ボランティア・市民

活動講座の修了生

が各団体に加入し

たことにより、団体

の活動意欲が向上

した。 
  
（課題） 
・様々な媒体で広報

したが、応募者がい

ない講座があった。

広報のやり方や講

座内容を検討する

必要がある。 

・子どもを対象とし

た講座では、学校と

連携機関との事前

調整が必要である。 

・調整がうまくいか

ず、講座中止となっ

てしまったので、日

程調整をしっかり

行う。 

（改善点） 

・子どもを対象とす

る事業の開催時期

については、地域や

学校の行事との日

程を調整する。 

・地域学校(学びの

場)の実施について

は、令和８年度以降

生活支援コーディ

ネーター配置に記

載する。 

 

□継続 

 

☑改善点を盛

り込んで継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 
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ウ 地域学校（学びの場）の実施 

細川町豊かな町づくり推進協議会と細川町公民館と

協働で細川地域学校を実施。詳細は（２）地域支え合

い体制づくり「生活支援コーディネーター配置《市受

託事業》」参照 

（令和 7年 12 月 31 日現在） 
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（６）ボランタリー活動顕彰 

活動 

（事業）名 
活動（事業）内容と実績 

評   価 次年度以降の 

取組区分 成果・効果と課題 改善点 

①みきボラ

ンタリー活

動賞 

ボランタリー活動を通じ、誰もが安心してしあわせに暮

らすことができるまちづくりに貢献した者を表彰するこ

とにより、特定の人の活動ではなく、誰もがボランティア・

市民活動に参画できる意識の高揚を図った。 
（実績） 
 贈呈式：令和７年１１月１６日（日） 

       みきボランタリーフェスタ 

「ほっとけない！」地域づくりを考える集い 
 表彰団体：サークル語留部 

（成果・効果） 

・「ほっとけない！」

地域づくりを考え

る集い参加者（民生

委員・児童委員、民

生児童協力委員、地

域活動者等）にサー

クル語留部の活動

を知ってもらえる

機会になった。 

 ☑継続 

 

□改善点を盛

り込んで継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 

②みきボラ

ンタリー活

動記章贈呈

顕彰 

社会の福祉を増進すると共に明るい豊かな地域社会づ

くりのために取り組まれている善行活動者に対し記章を

授与した。 
  
（実績） 
募集期間：令和７年４月７日～５月１０日 

選考会：令和７年５月２２日運営委員会にて開催 

贈 呈：令和７年６月２８日 

    贈呈式にて贈呈（５名出席） 

 欠席者には郵送にて記章を贈呈 
    金章７人、銀章２人、銅章４人 

    （３０代～８０代まで幅広い年齢層が受賞） 

（成果・効果） 

・授賞式をとても楽

しみにしている活

動者がおり、活動意

欲の維持につなが

った。 

・贈呈式を感謝状贈

呈式や共感ファン

ド報告会と合同で

行ったため、他の活

動者と交流が図れ

た。 

 

（課題） 

・金記章を受けた人

達のさらなる励み

となるような新た

な賞を検討する必

要がある。 

・記章に関心が低い

人も多く、活動者の

掘り起こしが要で

ある。 

（改善点） 

・金記章（１５年以上

活動）受章者への励

みとして、新たに何

らかの記章または

表彰の方法につい

て検討する。 

 

 

 

 

□継続 

 

☑改善点を盛

り込んで継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 

 

（７）防災と地域福祉の連携 

活動 

（事業）名 
活動（事業）内容と実績 

評   価 次年度以降の 

取組区分 成果・効果と課題 改善点 

①災害ボラ

ンティア活

動の理解と

参加促進 

ボランティアバスを仕立てるなど、災害ボランティア活

動への参加、行動への支援を行う。 
  

（実績） 

・ボランティアバスの活用なし 

  ☑継続 

 

□改善点を盛

り込んで継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 

②災害時に

も強い地域

づくり体制

の構築支援 

地域防災訓練・学習の場を通じ、地域における支えあい・

助け合い活動の推進を基に、次の取り組みを展開した。 
 
（実績） 

ア 高齢者や障がいのある方などの災害時要援護者の把 

握と平常時からの支援体制を考える「支えあいマップ」 

づくりの推進 

 ・志染地区、別所地区、三木南地区、細川地区 

・東自由が丘１丁目自治会 
イ 「災害復旧支援みき軽トラ隊登録」事業の展開 
 ・災害復旧後方支援みき軽トラ隊登録の案内を全戸回覧

した。また防災訓練や防災をテーマとする支えあい協

働会議やFMみっきいで紹介した。 

ウ 互いに気にかけあいながら誘いあわせて避難する「お 

連れ避難」の推進 
エ 気になる方について、普段から住民と専門職が情報共

有を行い、災害時に必要な対応がとれるよう連携を推

進 

・住民と専門職が互いを知る機会として、自由が丘地区 

口吉川地区の民生委員・児童委員定例会にて「地域福

（成果・効果） 

・住民同士、互いに情

報交換することで

地区の状況を共有

できた。 

・繰り返し行うこと

で、災害へ意識が高

まり、学びが深まっ

た。 

・住民と専門職、双方

が何をしているの

か、何を望んでいる

のかを知る機会と

なった。 

・何かあったときの

相談先の一つ、顔の

見える関係ができ

た。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☑継続 

 

□改善点を盛

り込んで継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 
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祉研修」や「ほっとけない！」地域づくりを考える集

いにて、住民同士あるいは専門職との話し合いについ

て学ぶ機会を設けた。 
〇地域の防災訓練への協力・参加 

・三木市総合防災訓練、吉川地区（小中学校）、自由が丘

地区 

 

③災害時要

援護者調査

書（くらし

あんしんシ

ート) 

災害時に自力で避難できない方の調査を民生委員・児童

委員及び市と協働で実施。 

 

（実績） 

ア 登録件数：１，５５２件 

イ 登録情報のデータ化 

ウ 登録情報を地図ソフトに反映 

 

（令和 7年 12 月 31 日現在） 

(成果・効果) 

・災害時対応にあた

る役割のある人・機

関の情報を集約し、

いざというときの

ための備えができ

た。 

・自らＳＯＳを発信

できない要援護者

の情報を関係機関

で共有した。 

 ☑継続 

 

□改善点を盛

り込んで継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 

④避難行動

要支援者の

個別避難計

画の取組促

進 

支えあい協働会議での防災への取組や地域の防災訓練

等で作成した支えあいマップに、自主防災組織や近隣、

福祉サービス従事者や行政職員等と情報を共有し、安全

に避難できる経路を検討、確認した。 
  
(実績) 

 志染・別所・三木南・細川地区の防災研修や支えあい

協働会議、東自由が丘１丁目自治会において、防災研修

の一環として支えあいマップに避難行動要支援者の指定

緊急避難場所までの避難経路を記入、確認した。 

（成果・効果） 

・互いの情報を共有

することで、気にな

る人がどこにいる

のか、地域全体の状

況がどのように変

化しているかなど

を確認できた。 

 ☑継続 

 

□改善点を盛

り込んで継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 

 

⑤災害ボラ

ンティアセ

ンター運営

等に関する

調整 

三木市内において地震や風水害、その他の災害が発生

した場合、被災地の状況とニーズを迅速かつ的確に把握

し、効率的・効果的なボランティア活動を行うことがで

きるよう協力機関と調整を行います。 
  
ア 関係機関との調整 
  
（実績） 
 三木市より災害ボランティアセンター設置要請はなし 
  

  ☑継続 

 

□改善点を盛

り込んで継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 

 

 

（８）共にありがとう活動（市民互助活動） 

活動 

（事業）名 
活動（事業）内容と実績 

評   価 次年度以降の 

取組区分 成果・効果と課題 改善点 

①三木市育

児ファミリ

ーサポート

センター事

業《市受託

事業》 

地域において育児の援助を受けたい人と行いたい人が

会員となり、育児について助けあう会員組織を運営した。 
  
（実績） 

会員数 

総数 ４９７人 

（内訳）依頼会員 ２９７人 

協力会員 １５７人 

両方会員  ４３人  

 

マッチング 

活動項目 延件数 

①保育施設の保育開始前・後の預かり ９ 

②保育施設までの送迎 ３９ 

③放課後児童クラブ終了後の子どもの預か

り 
８６ 

④学校放課後の預かり ２１ 

⑤冠婚葬祭、学校行事の際の預かり ０ 

⑥買い物外出時の預かり ０ 

⑦

上

記

以

外

の

活

Ａ子どもの病気時の預かり ０ 

Ｂ小学校、養護学校などの登校前の

子どもの預かり 
４６ 

Ｃ放課後児童クラブ、開始前の子ど

もの預かり 
０ 

Ｄ習い事等への子どもの送迎 ２３２ 

Ｅ保育所・学校等の休み時の子ども １０ 

(成果・効果) 

・講座や講習会では

会員外の子育て中

の親子の参加も多

く、育児ファミサポ

の啓発・登録につな

がった。 

・救急救命講座は個

別の声掛けもあり、

昨年度より協力会

員の受講が少し増

えた。 

  

（課題） 

・会員数から見ると、

研修への参加者が

少ないため啓発を

工夫する必要があ

る。 

・協力会員の高齢化、

減少がみられるた

め、会員の募集が必

要である。 
  
  
  
  
  

（改善点） 

・研修会等の啓発につ

いて、広報紙だけで

はなく、説明の機会

を作り、丁寧に広報

していく。個別の案

内も継続的に行っ

ていく。 

・育児ファミリーサポ

ートセンター事業

について知っても

らうための啓発の

機会を増やす。 
 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

□継続 

 

☑改善点を盛

り込んで継

続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 
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動 の預かり 

Ｆ保護者兄弟・姉妹の習い事等の送

迎を行う際のこども預かり 
０ 

Ｇ保護者等の病気、その他急用の場

合の子どもの預かり 
３ 

Ｈ保護者の求職中の子どもの預かり  ０ 

Ｉ保護者の自宅就労、短時間・臨時的

就労の場合の子どもの預かり 
 ９ 

Ｊ保護者の趣味、リフレッシュの際

の子どもの預かり 
 ４ 

Ｋその他（上記いずれにも該当しな

い） 
 ３８ 

合    計  ４９７ 

（令和 7年 12 月 31 日現在） 
  
 

ア 会員の募集、登録、その他の会員組織管理 
 

イ 相互援助活動の調整及びこれに付随する関係機関と 

の連絡調整 

 

ウ 会員に対して相互援助に必要な知識を付与する講習 

会の開催（年２回以上） 

・育児ファミリーサポートセンターの概要について知

る、また、協力会員や両方会員として預かり活動をは

じめようとする方や、子育て中の方も学べる機会づく

りとして「子育てサポート講座」を開催。 
回数 開催日 内容 参加者数 

１ ６月１３日 
こどものホームケア

について 
４人 

２ １月２０日 
こどもと防災につい

て 
開催予定 

３ ２月１４日 
人権研修「ジェンダ

ーについて」 
開催予定 

  
・協力会員や両方会員の活動がよりよいものになって 
いくよう学習会として「預かり活動報告会」を開催 

回数 開催日 内容 参加者数 

1 ８月５日 

・いつもこどもが教

えてくれる 

・こどもの虐待につ

いて 

７人 

 ※１１月、郵送にて全会員に「性被害（加害）」防止啓発

のパンフレットを送付 

 

・小児、乳幼児の救急救命などについて学ぶ機会として

「救急救命講座」を開催 
回数 開催日 内容 参加者数 

１ ５月２６日 
心肺蘇生法と AED、

応急手当編 
(日本赤十字社) 

６人 
（内、協力

会員５名） 

２ ７月３０日  

心肺蘇生法と

AED、応急手当編 
(三木市消防本部) 

７人 
（内、協力

会員５名） 

３ ９月１３日 

心肺蘇生法と AED、

応急手当編 
(日本赤十字社) 

８人 
(内、協力 

会員５名) 

４ １１月２８日

心肺蘇生法と AED、

応急手当編 
(三木市消防本部) 

１６人 
（内、協力

会員６名） 
※同一協力会員が複数回参加あり、協力会員参加実人数は 

１５人 
  
エ 会員の交流及び情報交換の場の提供（年１回以上） 
会員同士が交流を深める機会として「ファミサポ交流 

会」を開催 

回数 開催日 内容 参加者数 
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１ ８月２０日 

ぼくたち、わたし

たちだけのダンボ

ールカー・ダンボ

ールハウスをつく

ろう 

２０人 

２ １２月２０日 

親子でかんたんク

ッキング！～パテ

ィシエさんとおか

しづくりをしよう

～ 

２９人 

３ ３月１１日 

おでかけ交流会～

ながしお農場にい

ち ご 狩 り に い こ

う！～ 

開催予定 

  
オ アドバイザーとサブ・リーダーとの連絡調整会議の 

開催 

   開催回数：６回/年 
   開催日：４月１１日、６月１３日、８月２０日、 

９月１３日、１月１７日、  

２月６日(開催予定) 
 

カ 相互援助活動の普及啓発を目的とする広報業務 
発行回数：６回/年（奇数月） 
発行部数：１回４,０００部 

 

キ 相互援助活動を実施した会員間の記録管理及び報告 

書の作成 

（令和7年12月31日現在） 

②三木市高

齢者ファミ

リーサポー

トセンター

事業《市受

託事業》 

地域において援助活動を依頼したい人と援助活動を希

望する人が互いに会員となって、高齢者の生活について助

けあう互助活動を行った。 

 

（実績） 

ア 協力会員養成講座の開催 

援助活動を始めようとする協力会員向けの学びの機会と

して開催【定期開催】 

回数 開催日 参加者数 

１ ６月１７日 ０人 

２ ８月２１日 ２人 

３ １０月２１日 ２人 

４ １２月１９日 ２人 

５ ２月２０日 予定 

【出前・随時対応】 

回数 開催日 参加者数 

１  ９月 ４日 ３８人 

２  １月２１日 予定 

 

イ 高齢者ファミリーサポートセンター説明会の開催  

 

高齢者ファミリーサポートセンターの概要について知

る機会を開催 

【定期開催】 

回数 開催日 参加者数 対象 

１ ６月１７日 ０人 地域住民 

２ ８月２１日 ３人 地域住民 

３ １０月２１日 ２人 地域住民 

４ １２月１９日 ２人 地域住民 

５ ２月２０日 予定 地域住民 

【出前・随時対応】 

回数 開催日 参加者数 対象 

１  １月２１日 予定 

みどりがおかけ

んこうカレッジ

参加者 

 

ウ 協力会員のための「研修会・連絡会」の開催  

協力会員の学びを深める機会として開催 

回数 開催日 内容 参加者数 

(成果・効果) 

・庭の手入れ活動に

ついては、今年度か

ら受付申込期間と

実施期間を設定し、

依頼会員に事前通

知を行ったことで、

昨年度と比べ、円滑

に依頼に対応する

ことができた。 

・若い年代への啓発

として、高校生の体

験活動を実施した。

活動に対する興味

関心を得ることに

つながった。 

 

(課題) 

・協力会員の高齢化

により、草引きや掃

除などの依頼に対

応できる協力会員

が不足している。 

 

（改善点） 

・草引きや掃除など体

力が必要な依頼があ

るため、若い世代に

向けた啓発を行う。 

・より活動に興味関心

のある方に情報が

届くよう、協力会員

募集の周知方法に

ついて検討を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□継続 

 

☑改善点を盛

り込んで継

続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 
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１ １２月 ５日 
認知症サポーター

養成講座 
１５人 

２  ３月１１日 
チョイソコみきに

ついて 
予定 

 

エ 通信の発行  （発行回数） ２回/年 

高齢者ファミサポ新聞の発行 

発行回数：１回/年 

発行部数：１，２００部 

 

オ 会員数  総数 ４４１人 

（内訳）依頼会員 ３５５人 

協力会員  ７７人 

両方会員   ９人 

 

カ 活動件数  

活動項目 延件数 

① 食事の準備、後片付け ０回 

② 買物 １５３回 

③ 掃除 ３８５回 

④ 洗濯 ２３回 

⑤ 外出時の付き添い １１回 

⑥ 話相手・安否確認 １回 

⑦ 庭の手入れ（草引き・庭掃除等） ５３５回 

⑧ その他（家具の移動、搬出等） ７９回 

合    計 １，１８７回 

 

キ 新関係機関等への協力会員募集の啓発 

 兵庫県立三木北高等学校３学年の選択授業にて、連携

授業を実施した。授業において、協力会員募集のチラシ

及びＰＲ動画を作成した。 

              （令和7年12月31日現在） 

 

 

③声の図書

貸出事業 

 

視覚障がい者、その他視覚による表現の認識に障がいが

ある方を対象に、録音図書等の貸し出しを行った。 

 

（実績） 

ア 録音図書の貸出 

 （毎月１回第２金曜日貸出希望者に発送） 

 貸出数：１９６回 保有数：４０３タイトル 

 録音図書希望者（リスナー）の高齢化に伴い、貸し出

し回数は減少傾向である。 

 

イ 三木市立中央図書館にコーナー設置 

  令和７年度より、「図書館に見本の録音図書（CD） 

 ５作品と図書目録を設置し、図書の希望があれば届け 

 る。」に変更。今年度の依頼はなし。 

（令和 7年 12 月 31 日現在） 

  ☑継続 

 

□改善点を

盛り込んで

継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 

④三木市福

祉有償運送

サービス事

業 

 

在宅で車いす等を利用している移動困難な方を対象に

リフトカーでの送迎活動を行い、外出を支援した。 
  
（実績） 

送迎支援回数 走行距離 利用登録者数 

４２２回 ５，５４１km １０１人 

※車両運転ボランティア数：３２人 

（令和 7年 12 月 31 日現在） 
  
ア 互助事業としての積極的なＰＲ 
 ・各地区文化祭・みきボランタリーフェスタにて団 
   体による啓発活動 

・緑が丘地区では、まちづくり協議会の取組としてリフ 

トカーと車イス体験会を実施、また緑が丘町 地域情

報誌「みどりの風」にて啓発  
 

イ 運転ボランティアの養成と活動支援 
 ・ブラッシュアップ運転者講習と評価の共有 
  参加者：３１人 

さんりんしゃ７人 
      緑が丘ハートケア１１人 

(成果・効果) 
・他のグループの活

動や事故報告、気づ

きなどを定例会で

共有することで、自

分たちの活動を具

体的に振り返るこ

とができた。 

・ブラッシュアップ

運転者講習の評価

を共有することで、

ドライバーが注意

するべき点や個々

の判断で行ってい

た点について気づ

けた。 

 ☑継続 

 

□改善点を盛

り込んで継

続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 
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      惺陽８人 
      ぽっぽ５人 

 ・他グループでの事故や苦情、提案などの情報を共有し 

た  
（令和 7年 12 月 31 日現在） 

⑤かるがも

ポイント事

業 

三木市育児ファミリーサポートセンター入会促進を目

的に、入会時にポイントカードを発行します。援助活動等

で集めたポイントが地域の商店や施設で割引等の活用が

できる仕組みを運営し、地域ぐるみの子育て応援を促進し

た。 

 

（実績） 

ア 会員のポイント事業へのニーズ調査 

 ・ポイント交換時に希望の店舗（施設）などの聞 

  き取りを行った。 

   

イ 交換ポイントの集計 

 ・援助活動者ポイント発行：２４２８ポイント 

 ・ポイントカード引き換え：１７９枚 

 ＜付与されたポイントが使える協力店舗・施設＞ 

・三木ホースランド 

  パーク 

・三木市消防本部 

・ＢＯＳＳ＆ＭＯＭ 

・三木労音 

・万寿庵 

・北欧館 

・三寿ゞ刃物製作所 

・吉川温泉よかたん 

・ながしお農場 

・ｃａｆé ｆｌａｔ 

・冨田精肉本店 

・Ｌａｐｉｎ 

＜ポイント付与の協力団体＞ 

・チームかえっこ 

・おさがりあいっこサークル 

（令和 7年 12 月 31 日現在） 

 

(成果・効果) 

・コロナ禍より、外出

する機会が増えた

ことや、協力店が増

えたことにより、利

用件数が昨年より

少し増加した。 

・協力店舗を交流会

の開催場所にする

ことで、ファミサポ

の活動を知っても

らえた。 

 

(課題) 

・催し物参加や援助

活動をした会員に

対してポイントを

付与しているが、付

与数に対して交換

数が少ないため、ポ

イントの交換方法

の説明や活用した

い店舗について聞

き取りをする必要

がある。 

・新規協力店舗・施設

の開拓をすること

でポイントを有効

活用してもらう。 

（改善点） 

・ポイントの交換方法 

をていねいに周知 

する。 

・ポイント交換時に会

員に希望店舗など

の聞きとりを行う。 

き取りを行う。 

・店舗等のリサーチを

しつつ、協力しても

らえるようアプロ

ーチしていく。 

□継続 

 

☑改善点を盛

り込んで継

続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 

 

（９）ボランタリー活動の情報収集・発信 

活動 

（事業）名 
活動（事業）内容と実績 

評   価 次年度以降の 

取組区分 成果・効果と課題 改善点 

①ボランテ

ィア・市民

活動団体、

個人ボラン

ティアの動

向調査 

把握するボランティア・市民活動実践団体および個人の

現況を把握するための調査を実施した。 

 

（実績） 

ア ボランティア・市民活動実践団体把握状況 

主たる活動分野 
団体数 

令和６年度 令和７年度 

健康・福祉・医療 162 162 

社会教育の推進 1 1 

まちづくり 18 1９ 

観光の振興 5 5 

中山間地域の振興 1 1 

文化・芸術・スポーツ 76 7３ 

環境の保全 41 4０ 

災害救護 6 ７ 

地域安全 8 8 

人権擁護・平和推進 5 5 

国際協力 3 3 

男女共同参画 0 0 

子どもの健全育成 32 32 

情報化社会の発展 1 1 

科学技術の活性化 0 0 

経済活動の活性化 0 0 

職業能力の開発雇用

機会 
0 0 

消費者の保護 0 0 

団体への助言 1 1 

合計 360 3５８ 

ＮＰＯ法人数 ３０ ３3 

 ・令和７年度に新規把握した団体（５団体） 

（成果・効果） 

・今年度、新規で把握

した個人ボランテ

ィアの８割は１０

～２０代の若い世

代であり、障がい者

支援やこどもの活

動支援、災害ボラン

ティアや清掃活動

などの活動者が増

加している。 

 

 

 

☑継続 

 

□改善点を盛

り込んで継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 
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イ 個人ボランティア・市民活動実践者数 

個人活動者把握数 令和６年度 令和７年度 

６２人 ８０人 

 ・令和７年度の新規把握ボランティア数：１２名 

（令和 7年 12 月 31 日現在） 

②ボランタ

リー活動の

情報収集 

様々な媒介を用い、ボランティア・市民活動団体等の取

組をはじめ、ボランティア募集やボランティア講座、各種

助成金情報等を発信した。 
  
（実績） 

ア ボランティア・市民活動情報「マガジン」の発行 

 

発行部数：３，０００部(１回/月) 
発行月 主な内容 

４月 ボランティア活動記章の案内 
５月 はじめの一歩講座の案内 

６月 共感ファンド紹介・寄付募集 

７月 ボランティア養成講座の紹介 

８月 
不登校・ひきこもりを考える集いの案

内 

９月 認知症しあわせ計画 2025 の案内 

１０月 共感ファンド報告 

１１月 みきボランタリーフェスタ案内 

１２月 
みきボランタリーフェスタ、不登校・

ひきこもりを考える集いの開催報告 

・配布先：ボランティア活動者、公民館等 
イ SNS 等を活用した情報の発信 
・Facebook ページ「e-まちネット＠みき」の運営 

 フォロワー数：３７４人 

 メッセージ配信：６９回 

・Facebook ページ「ぼらぷら情報局」の運営 

  フォロワー数：１３人 

  メッセージ配信：９回 

・LINE 公式アカウントによるメッセージ配信 

  登録者数：３５２人 

  メッセージ配信：２０回 

・プラザホームページの運営（令和７年１１月～フェス

タページ追加） 

  訪問者数のべ５，５１０人 

・プラザ YouTube チャンネルでの動画配信 

  作成動画数：１本 

  視聴回数：９１回 

  チャンネル登録者数：１１８人 

・Instagram の運用 

  フォロワー数：１８３人 

  メッセージ配信：２０回 

 

ウ ボランティア・市民活動に関する資料（なるほどシリ 

ーズ）の作成と提供 
（令和 7年 12 月 31 日現在） 

(成果・効果) 
・福祉委員に対し、こ

れまでは連絡会の

際にマガジンを配

布していたが、連絡

会がない月には郵

送することでタイ

ムリーな情報を届

けることができた。 

・いきいき体操プラ

スなどの機会にボ

ランティア・市民活

動に関する資料を

必要な方へ届けた。 

 

（課題） 

・活動者に必要な情

報が届くための働

きかけの機会増や

す。 

・有意義な情報が何

かを把握するため

アンケートを取る

必要がある。 

 

（改善点） 

・活動者に必要な情

報が届くように、情

報把握の際などに

はたらきかける。 

・読み手にとって、有

意義な情報を獲得

できるよう、アンケ

ートを取る。 

 

□継続 

 

☑改善点を盛

り込んで継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 
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３ 日常生活自立支援の充実 

 

（１）総合相談機能の取組 

活動 

（事業）名 
活動（事業）内容と実績 

評   価 次年度以降の 

取組区分 成果・効果と課題 改善点 

①市民ふく

し相談所

《市受託事

業》 

市民が気軽に相談できる窓口として、あらゆる悩みや複

雑多岐にわたる相談に対応し、助言や援助を行う。 

 

（実績） 

ア 開設相談（一般相談、法律相談、生活援助相談） 

《相談日》 

名称 開催日 

一般相談 

第２・３水曜日 

第４土曜日 

市民活動センター 

相談室 

第１月曜日 吉川健康福祉センター 

法律相談 毎月１回 第２水曜日 

《相談状況》 

名称 開設回数 実相談件数 

一般相談 36 回 39 件 

法律相談 9 回 12 件 

職員相談  37 件 

（令和 7年 12 月 31 日現在） 

 

《相談員の人数》 

一般 弁護士 合計 

11 人   3 人 14 人 

イ 相談員連絡会等の開催 

名称 日時 参加 

全体会 6 月 10 日 7 人 

全体会 1 月 9 日 6 人 
 
 

ウ 相談所についての広報・啓発 

 昨年に引き続き、６月にチラシの全戸回覧を実施。 

 生活困窮者等への食料支援（生活応援セット）実施の案

内を行う際、市民ふくし相談所の案内を同封し事業の啓発

を行った。 

エ 関係機関との連携 

 適切な案内ができるよう各相談窓口の一覧を更新した。 

オ 相談員増員に向けた説明・依頼の実施 

（成果・効果) 

・相談員確保のため 

民生委員・児童委員

を退任された方に

勧誘を行った。 

・相談者への対応力

の向上や相談援助

技術に関する研修

を実施し、相談員の

スキルアップにつ

なげた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☑継続 

 

□改善点を

盛り込んで

継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 

②権利擁護

に関する相

談窓口 

高齢者・障がいのある方が権利擁護に関する支援が受け

られるよう相談体制を整える。 

日常生活自立支援事業等の権利擁護支援に関する常設

の相談窓口として、制度普及や利用の促進、分野や制度を

横断した権利擁護を総合的に推進する。 

 

実績については、日常生活自立支援事業で掲載。 

  

 

☑継続 

 

□改善点を

盛り込んで

継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 

③三木市成

年後見支援

センター事

業《市受託事

業》 

 

認知症、知的障がい、精神障がいなどにより判断能力が

十分でない人が成年後見制度を的確に利用できるよう支

援する。 

 

（実績）                                                                                                                             

ア 成年後見制度に関する相談及び利用支援 

名称 開催回数等 相談件数 

一般相談 月～金曜日 

8：30～17：00 
184 日 209 件 

専門相談(司法書士等)による相

談会 
9 回 12 件 

            （令和 7年 12 月 31 日時点） 

 

イ 成年後見人への活動支援 

名称 開催数等 

親族後見人等活動相談支援 
相談件数に含む 

専門職後見人活動相談支援 

ウ 成年後見制度に関する広報及び啓発 

（成果・効果) 

・成年後見制度に対

する認知度は、相談

件数の増加などか

ら、少しずつ上がっ

てきている。 

・リーガルサポート

兵庫に加え、ぱあと

なあ兵庫と新たに

契約をしたことで、

相談体制が強化さ

れた。 

・新たな専門職との

つながりができ、各

専門職の視点から

幅広く制度につい

て学ぶことができ

た。 

・ミニ連携会議の開

（改善点） 

・行政との担当者会

議などで、今後の市

民向け講座、セミナ

ーについて協議す

る。 

 

・支援関係者が制度

を正しく理解でき、

必要に応じて利用

相談を行うことが

できるよう、効果的

な啓発方法につい

て協議を進めてい

く。 

 

 

 

 

□継続 

 

☑改善点を

盛り込んで

継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 
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名称 開催回数 参加人数 

市民向け制度説

明会 

「映像で学ぶは

じめての成年後

見制度」 

三木市総合

保健福祉セ

ンター 

３回 １２名 

吉川健康福

祉センター 
１回 ０名 

市民のための成年後見制度研修

会（知る講座） 
２回  ４７名 

出前説明会 ２回 ３７名 

 

エ 成年後見制度にかかわる関係機関等との連携 

名称 開催日 

成年後見・権利擁護関係者情

報交換会 
２月１８日 予定 

成年後見・権利擁護セミナー ３月１８日 予定 

 

オ 法人後見人・市民後見人（弁護士、司法書士その他専

門知識を有する者以外の成年後見人をいう）の情報収集 

 成年後見事業（法人後見）の開始に向けた準備で記載 

 

カ 重点第二期成年後見制度利用促進基本計画（国基本計 

画）が示す市の施策協議への参加 

・相談支援機能を強化するため、行政をはじめ関係機関と 

・情報共有の場として“ミニ連携会議”を開催した。 

 実績：８回 

（令和 7年 12 月 31 日現在） 

日 程 内   容 

７月３日 第１回中核機関連携会議 

９月１日 第２回東播地区成年後見制度中核機

関等交流会 

９月１９日 厚生労働省 持続可能な権利擁護支

援モデル事業 令和７年度モデル事

業実施自治体等連絡会 第１回連絡

会 

１０月２１日 第２回中核機関連携会議 

１０月３１日 厚生労働省 持続可能な権利擁護支

援モデル事業 令和７年度モデル事

業実施自治体等連絡会 第２回連絡

会 

１２月１９日 厚生労働省 持続可能な権利擁護支

援モデル事業 令和７年度モデル事

業実施自治体等連絡会 第３回連絡

会 

催は、各関係機関に

おいて権利擁護の

意識を高める有意

義な機会となった。 

 

(課題) 

・成年後見制度の利

用だけでなく、権利

擁護の意識を高め

る取組を行ってい

くことが、制度の適

切な利用につなが

るため、どのように

啓発するかが課題

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④在宅介護

支援センタ

ー《市受託事

業》 

高齢者福祉に関するさまざまな問題について、在宅の要

援護高齢者や要援護となるおそれのある高齢者またはそ

の家族からの相談に応じ、介護等に関する各種の保健福祉

サービス（介護保険を含む）等の情報提供を行う。 

相談支援にあっては、市等関係機関、サービス実施機関

及び居宅介護支援事業所等と連携し、高齢者並びにその家

族等の福祉の向上をめざす。 

 

（実績）  

ア 地域包括支援センターのブランチ協力 

内容別相談延べ件数（７センター計） 

 ≪介護保険に関する相談≫       （件） 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 

件数 68 52 50 60 41 

 9 月 10 月 11 月 12 月 合計 

件数 50 41 62 57 481 

 ≪介護保険外(保健・福祉サービス)に関する相談≫(件） 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 

件数 1 0 3 0 5 

 9 月 10 月 11 月 12 月 合計 

件数 10 6 4 1 30 

≪虐待、認知症、権利擁護、医療、その他の相談≫（件） 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 

件数 16 15 13 13 10 

(成果・効果) 

・地域の身近な相談

窓口として、住民か

らの介護等に関す

る相談を受け付け、

必要な支援を行っ

た。 

 

(課題) 

・今年度より実態把

握の集計方法が変

更となり、実態把握

の件数が大幅に減

少（前年より△９２

件）したため、継続

評価の観点から確

認が必要。 

 

（改善点） 

・実態把握の集計方

法について今年度

のままの集計方法

で良いか市と協議

する。 

☑継続 

 

□改善点を

盛り込んで

継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 
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 9 月 10 月 11 月 12 月 合計 

件数 13 7 16 11 114 

 

イ 要援護高齢者実態把握調査      （件） 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 

件数 4 4 1 2 2 

 9 月 10 月 11 月 12 月 合計 

件数 0 1 3 3 20 

（令和 7年 12 月 31 日現在） 

⑤あんしん

サポートセ

ンター 

少子・高齢化の進行や家族、地域社会の変化に伴い個人

にかかる課題が多様化するなかで、地域住民の誰もが気軽

に相談できる窓口を市内７か所のデイサービスセンター

内に設置し、課題解決に向けた支援を行う。 

 

（実績） 

相談支援事業に関すること 

内容 件数 

介護保険関係 10,613 件 

健康・福祉サービス 194 件 

虐待 4 件 

認知症 260 件 

権利擁護 20 件 

医療 1,319 件 

日常生活 484 件 

移動手段 38 件 

子育て 1 件 

苦情 5 件 

地域交流 5 件 

地域活動・ボランティア活動 3 件 

地域での見守り 19 件 

その他 8 件 

合計 12,973 件 

（令和 7年 12 月 31 日現在） 

(成果・効果) 

・各地区の支えあい

協働会議に参加す

ることで、地域住民

と課題の共有化を

図ることができ、連

携体制の構築につ

ながった。 

 

 

 ☑継続 

 

□改善点を

盛り込んで

継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 

 

（２）介護予防の取組 

活動 

（事業）名 
活動（事業）内容と実績 

評   価 次年度以降の 

取組区分 成果・効果と課題 改善点 

①地域介護

教室《市受

託事業》 

 

 

高齢者自らが元気にいきいきと過ごすために介護予防に

取り組み、基本的な知識の普及啓発をするため学習会や相

談会等を盛り込んだ地域介護教室を開催する。 

 

（実績）（予定開催数：６０回/年） 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 

開催回数 1 回 4 回 2 回 4 回 1 回 

参加人数 27 人 70 人 24 人 53 人 27 人 

 9 月 10 月 11 月 12 月 合計 

開催回数 0 回 1 回 1 回 3 回 17 回 

参加人数 0 人 22 人 22 人 59 人 304 人 

（令和 7年 12 月 31 日現在） 

(成果・効果) 

・季節ごとの健康管

理や食事・栄養に関

すること、認知症予

防をテーマにした

教室が多く、地域住

民の知識の普及に

つながった。 

 

 

☑継続 

 

□改善点を

盛り込んで

継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 

②家族介護 

教室《市受託

事業》 

家庭で、高齢者等を介護している家族の身体的、精神的

負担の軽減を目的に講話や実技を盛り込んだ家族介護教室

を開催する。 

 

（実績）（予定開催数：7回/年） 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 

開催回数 0 回 0 回 0 回 0 回 0 回 

参加人数 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 

 9 月 10 月 11 月 12 月 合計 

開催回数 0 回 3 回 1 回 0 回 4 回 

参加人数 0 人 37 人 10 人 0 人 47 人 

（令和 7年 12 月 31 日現在） 

(成果・効果) 

・介護を担う家族が

自分のために学ぶ

機会を提供するこ

とができた。 

 ☑継続 

 

□改善点を

盛り込んで

継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 



 

28 
 

 

（３）権利擁護と自立支援の取組 

活動 

（事業）名 
活動（事業）内容と実績 

評   価 次年度以降の 

取組区分 成果・効果と課題 改善点 

① 成 年 後

見事業（法

人後見）の

開 始 に 向

けた検討 

本会が成年後見人、保佐人又は補助人となる法人後見の開

始について、他市町の状況を参考にしながら、必要な情報収

集等を行い、事業の実施に向けた体制を検討する。 

 

○法人後見実施社協 (5/41法人) 

神戸市、姫路市、芦屋市、明石市、洲本市 

 

法人後見事業については、人員や専門職の不足、安定し

た財源の確保が難しいなど、現時点では多くの課題があ

る。しかし、地域で必要とされている事業であることは認

識しているため、今後も引き続き検討を続ける。 

また、利用者と専門職(後見人)とのつなぎ役や後見開始後の

後見人への支援も継続する。 

（課題） 

・後見業務は、手間の

割に報酬が低く、財

源確保が困難なた

め、財政的支援なし

では持続可能な事

業になりにくい。 

（改善点） 

・課題を本会で解消

できるもの、他機関と

調整が必要なものな

どに整理し、既に実施

している市町社協を

参考にしながら検討

を進める。 

・成年後見制度の改

正や日常生活自立支

援事業の「新たな事

業」の創設も考慮しな

がら、検討を進める。 

□継続 

 

☑改善点を

盛り込んで

継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 

② 日 常 生

活 自 立 支

援 事 業 ＜

県 社 協 受

託事業＞ 

認知症高齢者、知的障がい者、精神障がい者などの判断能

力に不安のある方が地域で安心して生活が送れるよう、福祉

サービスの利用援助、日常的金銭管理支援、通帳・印鑑預か

り等の支援を行います。 

 

（実績） 

ア 社協として相談受付、契約締結業務 

現契約件数 43 人 

  

〔内訳〕 

新規 6 件 活動回数  936 回 

解約 4 件 相談件数 2,493 件 

 

イ 関係機関への事業啓発・連携 

  各種講座内で啓発を行った。 

(成果・効果) 

・利用者の様子の変

化や言動等、日々の

気づきを生活支援

員と情報共有し、連

携しながら支援を

行うことができた。 

・生活支援員情報交

換会を通じて生活

支援員同士がつな

がる場を提供し、連

携強化を図った。 

 

(課題) 

・身寄りのない方や

（改善点） 

・他機関との連携を

強化することで、一

人ではなくチーム

で支援する体制を

整える。 

・事業を円滑に進め

るために生活支援

員の確保に努める。 

□継続 

 

☑改善点を

盛り込んで

継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 

③三木市高

齢者ボラン

ティアポイ

ント事業《市

受託事業》 

６５歳以上の方を対象に、介護予防と自発的な社会参加に

取り組む機会とし展開した。 

 

（実績） 

ア 高齢者ボランティア活動を行おうとする方への研修実 

 施 

 ・随時説明会開催、申請者４名 

 ・研修会（ポイント交付申請含む）「高齢者の口腔ケア」 

  （3/6 開催予定） 

イ 高齢者ボランティアの登録（ボランティア保険の加入 

手続き） 

・登録者数：９４人 

・ボランティア保険の加入手続きは、申請時に説明 

ウ ボランティア登録者の募集 

・高齢者ボランティアポイント新聞にて活動者の募集情  

報を掲載 

・ボランティア・市民活動情報マガジンにて広報 

エ 高齢者ボランティア活動手帳の交付、シールの配布 

・登録施設にて活動後に交付（７８４ポイント） 

オ 受入施設等とボランティアのコーディネート及び活動 

把握 

・指定施設、新規１件 

・定期的に活動内容確認、高齢者ボランティアポイント 

新聞に掲載 

カ 交付金申請書と高齢者ボランティア活動手帳提出の受 

 付 

・研修会（ポイント交付申請含む） 

２０２６年３月６日（金） 

   交付申請書と高齢者ボランティア活動手帳の受付 

講座(仮)「高齢者の口腔ケア」について（予定） 

キ 活動状況の報告書作成 

活動先登録：４５か所 

活動者延べ数 

令和６年度 令和７年度 

５２４人 ４２８人 

（令和 7年 12 月 31 日現在） 

（成果・効果） 

・活動紹介により、新

規に指定施設が１

施設増えた。 

 

（課題） 
・活動者が活動先の

施設との調整に時

間を要しているた

め、速やかに活動が

できるよう調整す

る必要がある。 

 （改善点） 
・これまでは、新しく

活動を始める人が

直接施設に連絡を

していたが、初回活

動時に同行する、施

設との橋渡しをす

るなどにより、活動

を始めやすくなる

よう支援する。 

□継続 

 

☑改善点を

盛り込んで

継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 
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ウ 支援計画の定期的な検討 

・生活支援員数 16 名 

・生活支援員情報交換会 6 月 27 日 11 名参加 

・生活支援員研修会 10 月 27 日 参加者なし（兵庫県社

協主催） 

・生活支援員情報交換会 2 月 6 日 13 名参加予定 

 

エ 財産保全サービス 

・利用者 0 名 

（令和 7年 12 月 31 日現在） 

家族関係が疎遠な

方の緊急時対応と

して、各支援者や関

係機関との協力、連

携の強化が必要で

ある。 

・生活支援員の活動

回数が増加してお

り、引き続き担い手

の確保が必要であ

る。 

③ 福 祉 機

器貸出 

在宅での介護が必要な方の療養生活を快適にすると共に、

介護者の負担を軽減するため車いす・松葉杖の貸し出しを行

う。 

 

（実績） 

ア 長期福祉機器貸出 

イ 短期福祉機器貸出 

・はばたきの丘に緑が丘・青山地区を対象とした貸出拠点

を開設した。 

【貸出受付件数】 

名称 件数 

車いす 267 件 

車いす（子ども用） 4 件 

松葉杖 3 件 

松葉杖（子ども用） 0 件 

【保有数】 

名称 台数 

車いす 124 台 

車いす（子ども用） 3 台 

松葉杖 5 台 

松葉杖（子ども用） 2 台 

（令和 7年 12 月 31 日現在） 

（成果・効果) 

・利用希望者に適宜

貸し出しを行えた。 

・在庫がなく、利用希

望に添えない場合

があったが、民間の

サービス等へつな

ぐことができた。 

 

 ☑継続 

 

□改善点を

盛り込んで

継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 

④ 生 活 福

祉 資 金 貸

付《県社協

受託事業》 

低所得等で他からの資金利用が困難な世帯などに対して、

経済的自立支援を図るため、兵庫県社会福祉協議会が運営す

る資金貸付事業の相談や申請受付等を行う。 

「福祉資金」「教育支援資金」については、民生委員・児童

委員と連携して申し込みから償還までの相談支援を行う。 

「総合支援資金」については、生活困窮者自立支援制度の

「自立相談支援事業」と連携し、相談対応を行う。 

  

（実績） 

ア 貸付に関する相談、申請受付 

 

イ 民生委員・児童委員、関係機関への事業啓発及び相談対 

 応（改選時の制度説明を含む） 

 

事業説明 

開催日 対象者 人数 

9月4日（木） スクールソーシャルワーカー 4名 

9月12日（金） ケアマネジャー 17名 

 

ウ 借受人等に対する相談支援 

 

相談件数 
215 件 

(相談延べ件数 367 回） 

申請件数 2 件 

（令和 7年 12 月 31 日現在）

【本則貸付】 

利用中件数（合計） 101 件（98 件） 

  福祉資金  1 件（ 0 件） 

  教育支援資金 42 件（ 40 件） 

  緊急小口資金 3 件（  3 件） 

  離職者支援資金  1 件（  1 件） 

  総合支援資金 54 件（ 54 件） 

  （）内は前年  

                            （令和 7年 12 月末日現在） 

(成果・効果) 

・日々の相談において

関係機関と連携し、

相談対応を行った。  

・市内のスクールソー

シャルワーカーへ事

業説明を行った。ソ

ーシャルワーカーが

社協につなげられる

仕組みが整い、学生

やその家族への支援

につながりやすい体

制ができた。 

 

 

 

 

 

☑継続 

 

□改善点を

盛り込んで

継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 



 

30 
 

 

【コロナ特例貸付】   

 
緊急小口資

金 

総合支援資

金 
総計 

償還中 

件数 

 137 件 

（162 件） 

183 件 

（118 件） 

320 件 

（280 件） 

償還完了件

数 

85 件 

（49 件） 

1 件 

（ 1 件） 

86 件 

（ 50 件） 

償還免除 
176 件 

（176 件） 

192 件 

（184 件） 

368 件 

（360 件） 

償還猶予中 
2 件 

（ 13 件） 

5 件 

（14 件） 

7 件 

（ 27 件） 

総計 
400 件 

（400 件） 

381 件 

（381 件） 

781 件 

（781 件） 

  ※（）内は前年 

（令和 7年 12 月末日現在） 

⑤ 社 協 に

お け る 生

活 困 窮 者

支 援 体 制

強 化 事 業

《 県 社 協

補助事業》 

新型コロナウイルス特例貸付を利用した借受世帯の支援

を行う生活困窮者支援体制強化（ほっとかへんネットワーカ

ー配置）事業を行う。 

新型コロナウイルス特例貸付の対象となる世帯の相談支

援や情報提供等のみならず、生活困窮者全体の支援の体制強

化を行う。 

 

ア 生活状況把握事業及び生活応援セット配布事業 

    

 協力団体：生活協同組合コープこうべ 

      （お米を贈ろう助け合い募金、フードドライブ） 

      三木市市民生活部環境政策課 

      （フードドライブ in 三木 2025） 

案内送付 7 月 15 日（火） 

回答期限 9 月 1 日（月） 

物品配布 ①11 月 10 日（月）～11 月 14 日（金） 

     ②11 月 17 日（月）～12 月 5 日（金） 

配布数  ①14 セット 

     ②10 セット 

 

イ 生活困窮世帯食料支援事業 

緊急的な支援が必要な世帯に対し、一時的に食料を支援す

る。 

実績：5件 

 

 

 

（成果・効果) 

・生活状況把握では、

アンケートの質問項

目を減らし、回答方

法を工夫したことで

回 答 数 が 昨 年 比

25％増加した。 

・食料の受け取り時や

電話での生活状況の

聞き取りにより、依

然として生活状況が

改善されていない世

帯が多くあることを

把握できた。 

・「困った時には社協

に相談できる」と借

受世帯に安心感を持

ってもらえた。 

・申請した世帯に対

し、途切れない支援

ができている。 

 

（課題） 

・手続が未完了かつ滞

納のある方にどのよ

うにアプローチし、ど

う支援につなげるか

が課題である。 

 

（改善点） 

・未応答や手続きが未

完了の世帯には、訪

問などの方法で積極

的 に 働 き か け を 行

う。また、兵庫県社会

福祉協議会の取組と

連携しながら、借受

世帯への支援を行

う。 

 

□継続 

 

☑改善点を

盛り込んで

継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 

⑥ 生活困

窮 者 等 へ

の 食 料 品

の 無 償 提

供の取組 

みき善意銀行に寄託された食料品や小売事業者等から寄

せられた食料品を「子ども食堂」等の運営活動を行う活動団

体や生活困窮家庭に対して無償提供し、支援を行う。 

 

（実績） 

ア 小売事業者等との「食料等の無償提供に関する合意書」

に基づく食料品の無償提供 

イ みき善意銀行寄託分やフードバンクの食料品等の無償

提供の継続及び提供方法の検討 

ウ 受け入れや受け渡し等の方法について検討 

エ 生活状況把握事業及び生活応援セット配布事業におい

て、集まった食料を提供した。 

 

(成果・効果) 

・子ども食堂等に食

料品の寄付を希望

する方から相談を

受け、団体の需要を

聞き分配した。 

・生鮮食品（野菜）の

寄付があった場合

の団体との調整に、

電話のみでは時間

がかかってしまう。

新しい連絡方法と

してSNSを活用して

連絡調整を行い、ス

ムーズな分配がで

きた。 

 

 ☑継続 

 

□改善点を

盛り込んで

継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由 

⑦市「広報

みき」の音

訳・点訳版

の 発 行 ≪

市 受 託 事

業≫ 

毎月発行される「広報みき」の音訳・点訳版を製作し希望

する視覚障がい者に対して配布。 
 

（実績）         （人） 
  音訳版 点訳版 
４月 １１ ５ 

(成果・効果) 
・市秘書広報課と定

期的に３者の調整

会議を開催するこ

とで、文言の読み方

などの確認を同時

 ☑継続 

 

□改善点を

盛り込んで

継続 
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 ５月 １１ ５ 
６月 ２１ １０ 

７月 ２１ １０ 

８月 １１ ５ 

９月 １１ ５ 
１０月 １０ ５ 
１１月 １０ ５ 
１２月 １０ ５ 

＊６月（三木市長選）・７月（参議院議員選）の選挙特集 
 を含む。  

（令和 7年 12 月 31 日現在） 

に行え、点訳・音訳

作業がスムーズに

取り組めた。 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 
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４ 在宅福祉・医療サービスの充実 

 

（１）介護・医療サービス関連の取組 

活動 

（事業）名 
活動（事業）内容と実績 

評   価 次年度以降の 

取組区分 成果・効果と課題 改善点 

①訪問介護

事業 

訪問介護事業を次の区分で、利用者ニーズに基づいた質の

高い安定したサービスを提供する。 

 

（実績） 

ア 介護保険法に基づく訪問介護 

（目標：９，０００回/年）          （回） 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 

回数 611 603 553 619 608 

 9 月 10 月 11 月 12 月 合計 

回数 602 666 645 625 5,532 

イ 三木市介護予防・日常生活支援総合事業に基づく訪問型 

サービス 

（目標：従前相当１９０回/年、緩和型１,８００回/年)（回）         

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 

回数 140 166 175 171 158 

 9 月 10 月 11 月 12 月 合計 

回数 178 178 170 167 1,503 

ウ 三木市高齢者生活支援型ホームヘルプサービス事業 

０回 

エ 三木市子育て世帯訪問支援事業       （回） 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 

回数 12 8 11 14 18 

 9 月 10 月 11 月 12 月 合計 

回数 4 3 18 31 119 

オ 制度外自主事業              （回） 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 

回数 6 7 5 7 6 

 9 月 10 月 11 月 12 月 合計 

回数 5 5 6 5 52 

         （令和 7年 12 月 31 日現在） 

(成果・効果) 

・急な時間変更や追

加サービスなどに

も可能な限り対応

し、利用者の在宅生

活を支え、家族の負

担軽減につながっ

た。 

 

 ☑継続 

 

□改善点を

盛り込んで

継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②通所介護

事業 

 

 

介護保険法で要支援、要介護の認定を受けた方や三木市介

護予防・日常生活支援総合事業に基づく通所型サービス事業

対象者を三木市内７か所の施設で受け入れ、入浴、食事等日常

生活の介助や機能訓練等を行い、地域や個人のニーズに基づ

いた質の高い安定した通所介護サービスを実施する。 

 

（利用実績） 

ア 延べ利用者数                （人） 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 

三木東 685 712 661 725 732 

三木南 724 766 699 698 658 

三木北 545 569 543 586 464 

志 染 598 606 622 670 637 

細 川 557 590 536 600 556 

口吉川 592 607 599 646 602 

自由が丘 695 770 720 793 642 

合 計 4,396 4,620 4,380 4,718 4,219 

 9 月 10 月 11 月 12 月 合計 

三木東 696 731 653 669 6,264 

三木南 677 752 663 686 6,323 

三木北 595 632 604 594 5,132 

志 染 647 646 561 589 5,576 

細 川 528 533 522 521 4,943 

口吉川 605 597 555 570 5,373 

自由が丘 734 722 656 676 6,408 

合 計 4,482 4,613 4,214 4,305 40,019 

※自主・自費含む 

 

 

 

 

(成果・効果) 

・毎日のレクリエー

ションや季節の行

事を積極的に取り

入れ、利用者にとっ

て充実した時間を

提供できた。 

・ひまわり廃止後の

利用者をデイ志染

や自由が丘で受け

入れ、デイの利用者

増につなげること

ができた。 

 

 ☑継続 

 

□改善点を

盛り込んで

継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 
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イ 一日平均利用者数              （人） 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 

三 木 東（28） 26.3 26.4 26.4 26.9 28.2 

三 木 南（27） 27.8 28.4 28.0 25.9 25.3 

三 木 北（26） 21.0 21.1 21.7 21.7 17.8 

志  染（22） 23.0 22.4 24.9 24.8 24.5 

細  川（20） 21.4 21.9 21.4 22.2 21.4 

口 吉 川（24） 22.8 22.5 24.0 23.9 23.2 

自由が丘（28） 26.7 28.5 28.8 29.4 24.7 

合 計（175） 169.0 171.2 175.2 174.8 165.1 

 9 月 10 月 11 月 12 月 平均 

三 木 東（28） 26.8 27.1 26.1 27.9 26.9 

三 木 南（27） 26.0 27.9 26.5 28.6 27.2 

三 木 北（26） 22.9 23.4 24.2 24.8 22.1 

志  染（22） 24.9 23.9 22.4 24.5 23.9 

細  川（20） 20.3 19.7 20.9 21.7 21.2 

口 吉 川（24） 23.3 22.1 22.2 23.8 23.1 

自由が丘（28） 28.2 26.7 26.2 28.2 27.5 

合 計（175） 172.4 170.8 168.5 179.5 171.8 

 (数値)＝目標値 

※障害者自立支援法に基づく生活介護事業の利用者数も含

む。 

 

ウ 外部のリハビリ専門職との連携による生活機能向上に向 

けた取組 

みきやまリハビリテーション病院の専門職と連携し、３か

月おきに各センターで機能訓練計画作成会議を開催（計２１

回）。 

 

エ 感染症予防対策の徹底 

 

オ 医療・福祉関係の資格を有さない者についての外部研修 

（認知症介護基礎研修等）への参加促進および内部研修プロ 

グラムの検討 

 認知症介護基礎研修受講：０名 

             （令和 7年 12 月 31 日現在） 

③居宅介護

支援事業 

介護を必要とされる方が、自宅で適切にサービスを利用で

きるよう、ケアマネジャーが心身の状況や生活環境、本人・家

族の希望に沿ってケアプランを作成し、ケアプランに位置づ

けたサービスを提供する事業所等と連絡・調整を行う。 

 

（実績） 

ア ケアプラン作成件数             （件） 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 

三 木 東（101） 99 99 95 95 98 

三 木 南（88） 91 94 93 88 93 

三 木 北（87） 87 87 93 94 89 

志   染（46） 85 86 82 82 84 

細   川（25） 24 25 24 22 23 

口 吉 川（55） 46 50 50 53 54 

自由が丘（75） 82 87 89 85 82 

合 計（477） 514 528 526 519 523 

 9 月 10 月 11 月 12 月 平均 

三 木 東（101） 90 87 84 87 92.7 

三 木 南（88） 89 92 88 87 90.6 

三 木 北（87） 91 92 94 95 91.3 

志   染（46） 84 86 85 84 84.2 

細   川（25） 22 25 25 22 23.6 

口 吉 川（55） 53 53 52 50 51.2 

自由が丘（75） 85 86 77 81 83.8 

合 計（477） 514 521 505 506 517.3 

(数値)＝目標件数 

イ 予防プラン(介護予防ケアマネジメント含む)  （件） 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 

三 木 東（33） 26 25 26 24 24 

三 木 南（19） 23 24 24 22 21 

三 木 北（20） 23 25 26 25 24 

(成果・効果) 

・利用者や家族に寄

り添い、関係機関と

情報共有を図りな

がら、協働して最適

なケアプランを作

成することができ

た。 

・ひまわり廃止後の

利用者を志染や自

由が丘で受け入れ、

プラン数の増加に

つながった。 

 

(課題) 

・身寄りのない高齢

者が入所を希望し

ても身元保証人が

いないため、入所で

きないなどの事案

が増えており、対応

策を考える必要が

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（改善点） 

・身寄りのない高齢

者への支援の問題

は、ケアマネジャ

ーだけで解決でき

る問題ではないた

め、関係機関と連

携を図り、対応策

を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□継続 

 

☑改 善 点 を

盛り込んで

継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 
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志   染（19） 21 23 23 22 24 

細   川（11） 11 13 13 14 16 

口 吉 川（23） 27 25 31 28 29 

自由が丘（11） 28 26 26 26 25 

合 計（136） 159 161 169 161 163 

 9 月 10 月 11 月 12 月 平均 

三 木 東（33） 23 25 26 26 25.0 

三 木 南（19） 22 21 20 22 22.1 

三 木 北（20） 25 26 25 24 24.8 

志   染（19） 23 20 21 23 22.2 

細   川（11） 14 15 16 15 14.1 

口 吉 川（23） 25 29 29 27 27.8 

自由が丘（11） 24 26 12 12 22.8 

合 計（136） 156 162 149 149 158.8 

(数値)＝目標件数 

ウ 要介護認定調査（目標：３４０件/年） 

市内認定調査件数 ２１７件 

市外認定調査件数 ６４件 

合  計 ２８１件 

 （令和 7年 12 月 31 日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④訪問看護

事業 

医療的なケアが必要になっても住み慣れた地域や自宅で生

活する本人や家族を支援するため、主治医の指示のもと、在宅

での看護やリハビリテーションを実施する。 

 

（実績） 

ア 介護保険による派遣回数（目標：２，６５０回/年） 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 

回数 162 145 145 163 142 

PT 派遣 47 42 44 39 34 

合計 209 187 189 202 176 

 9 月 10 月 11 月 12 月 合計 

回数 169 177 150 169 1,422 

PT 派遣 49 44 37 46 382 

合計 218 221 187 215 1,804 

（ＰＴ）＝理学療法士 

イ 医療保険による派遣回数（目標：１，９００回/年） 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 

回数 130 205 108 163 124 

 9 月 10 月 11 月 12 月 合計 

回数 235 163 111 148 1,387 

ウ 自主事業による派遣件数 ６４件 

（令和 7年 12 月 31 日現在） 

(成果・効果) 

・利用者・家族と治 

療・ケア・生活に関

する話し合いを行

い、質の高いサービ

スを提供すること

ができた。 

・急な訪問依頼に対

応し、利用者の在

宅生活を支えるこ

とができた。 

 

(課題) 

・医療依存度が高い

終末期利用者が、突

然退院することが

多く、短期間でのサ

ービス調整やサー

ビス頻度の変更に

対応することが課

題。 

（改善点） 

・緊急の退院ケース

にも対応できるよ

う、看護師の人材

確保に努め、安定

したサービス供給

量を確保する。 

□継続 

 

☑改 善 点 を

盛り込んで

継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 

 

（２）障害福祉サービス関連の取組 

活動 

（事業）名 
活動（事業）内容と実績 

評   価 
次年度以降の 

取組区分 

成果・効果と課題 改善点  

① 障 害 福

祉 サ ー ビ

ス事業 

（実績） 

（令和7年12月31日現在） 

 

新規契約者：生活介護1名 生活訓練1名 就労B型1名 

契約終了者：生活介護1名（転居） 生活訓練1名（就職） 

就労B型2名（65歳、他事業所） 

事 業 移 行：就労B型→生活介護１名 

 

・実習や体験を受けやすくするため、食事代の減額と送迎対応 

を始めた。 

・学生以外の問い合わせが6名あったが、入院中や三木市内に

引っ越す前の方であったため、即実習には至らなかった。 

事業名 
平均利用者数（人） 

目標 実績 達成率 

生活介護(定員 20 名) 18.0 16.2 90％ 

生活訓練(定員 6名) 2.0 0.03 1.5％ 

就労Ｂ型(定員 26 名) 22.0 16.8 76.3％ 

（成果・効果） 

・事業の PR を継続し

てきたことにより、

相談支援事業所や

特別支援学校から

の利用相談が増加

した。 

 

（課題） 

・問い合わせ後実習

に至らなかったケ

ースは、その後の経

過を把握しておく

必要がある。 

 

（改善点） 

・問い合わせがあっ

たケースの相談支

援員等に連絡を取

り、現状を把握し、

見学、実習等につ

なげていく。 

□継続 
 

☑改 善 点 を

盛り込んで

継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 
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 ≪生活介護≫  

Ⅰ 生活介護Ａ 

 ア 日常生活の中でさまざまな体験をし、他者とつながり

をもって過ごせる 

・活動を通じて他者と協力する機会の提供 

・創作活動、レクリエーションの充実  

・季節に応じた行事や活動（他棟との合同プログラム） 

 

 イ 意思決定を尊重した支援 

・グループワークや個人面談を通じて思いをききとる 

・利用者の選択肢を広げるためのニーズ把握 

・個別プログラムの定期的な見直し 

 

Ⅱ 生活介護Ｂ 

ア 充実した日中活動の提供 

  ・利用者の尊厳を重視した適切な介助 

・利用者が参加しやすい活動の工夫 

・生産活動への継続参加 

・事業全体で季節に応じた行事や活動 

  

イ 個別支援の充実 

・棟内会議等で各利用者への統一した支援の検討と実施 

・個別支援シートの活用 

 

（成果・効果） 

生活介護Ａ 

・他棟との合同活動、

ボランティアとの

創作などを通し

て、他者とのつな

がりをもてた。 

・グループワークや

視覚支援を通じて

利用者の意向を把

握し、活動に反映

した。 

 生活介護Ｂ 

・利用者の重度化と

職員の腰痛対策の

ため、福祉機器を

導入し、双方に安

心・安全な移乗を

行うことができ

た。 

 

  （課題） 

・個別支援シートを

用い、職員間で支

援のポイントなど

を伝えることはで

きたが、シートの

更新がタイムリー

にできなかった。 

（改善点） 

・個別支援シートの

更新を確実に行え

るようなしくみを

作る。 

□継続 
 

☑改 善 点 を

盛り込んで

継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 

 ≪自立訓練（生活訓練）≫  

ア 個々のニーズにあったプログラムの実施 

  ・4月に利用を開始した新規利用者が、５日間のみの利用

で終了となり実施できず 

 ・社会生活力自立度評価（ＳＩＭ）については利用者がい 

なかったため実施できず 

・新任職員がＳＩＭに関する研修を受講 

 

イ 利用終了後の進路の選択肢拡大 

  ・実施できず 

 

ウ 利用者数増加にむけた取組 

  ・特別支援学校教師や保護者、関係機関に対して施設見学 

と事業説明を実施。過去に利用した方の具体的な事例 

を盛り込んだ 

・生徒の見学・実習の受け入れ 

  ・ひきこもりの支援者の会に参加し現状を知る 

 （成果・効果） 

・事業説明では、具体

的な事例を通して

事業の理解が深ま

り、将来の選択肢と

して検討したいと

いう声があった。 

 

（課題） 

・ひきこもり支援者

の会に参加した結

果、当事者をサービ

スにつなげるには、

信頼関係の構築を

含めかなりの時間

を要することがわ

かった。 

（改善点） 

・ひきこもりの支

援者の会には定期

的に参加し、関係

機関との連携を深

める。 

□継続 
 

☑改 善 点 を

盛り込んで

継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 

 ≪就労継続支援Ｂ型≫ 

 ア 利用者工賃の維持（賞与を含む平均工賃月額35,000 

  円以上）   ※12月末現在45,726円 

  ・１日の作業収入目標39,000円 

・利用者の作業能力の客観的評価と納品量アップのため 

の作業配置 

・新規の作業開拓（情報収集・営業）  

 

イ 利用者の障がい特性や能力・身体機能に応じた個別対 

  応 

  ・作業能力向上と作業しやすい環境づくり（C1） 

・楽しく、意欲的に作業できる環境づくり（C2） 

・スムーズな事業移行のための働きかけ 

・就労支援 

・職員が研修等に参加しスキルアップ  

 

ウ 健康の維持 

・高齢化への配慮や健康維持、身体に無理のない作業環

境の整備 

（成果・効果） 

・契約者数が減少し

ている一方で、作業

量を維持したこと

で、平均工賃月額が

大幅に増加した。 

・利用者、職員ともに

就労に関するセミ

ナーに参加し、就労

に必要な力などを

確認できた。 

 

 

 

 

 ☑継続 
 

□改善点を

盛り込んで

継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 

 ≪安心安全を守る施設運営≫ 

ア 虐待防止や差別解消、身体拘束等の適正化に係る取組 

・虐待防止・身体拘束適正化研修（８月）（２月予定） 

（成果・効果） 

・定期的なリスクマ

ネジメント委員会

 

 

☑継続 
 

□改善点を
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・虐待防止チェックリストで自身の行動を振り返り、職員

研修の中で集計結果を報告 

・虐待防止・身体拘束適正化委員会開催（４、６、1２月） 

・差別解消法についての研修（２月予定） 

 

イ 感染症対策 

・医務室だよりの発行（４月・１２月） 

・手洗い研修（利用者対象：１１月） 

・嘔吐処理研修（職員対象：８月） 

・BCP 研修(２月予定) 

 

ウ 防災、防犯対策 

・総合防災訓練（６月・１１月） 

・法定設備点検（７月・１２月） 

・自主設備点検（９月） 

・防災ＢＣＰ研修・災害用伝言版 WEB171（１月予定） 

 

エ 事故防止対策 

・令和６年度インシデント集計及び新任職員研修（４月） 

・毎月の職員会議でインシデント報告及び再発防止の取  

 り組みについて確認 

・２か月に一度管理目標をあげ、週初めに職員全員で唱和 

・普通救急救命講習受講：新規職員１名（５月） 

・小児普通救急救命講習：医療職３名（６月） 

・心肺蘇生研修（８月） 

・上半期インシデント周知（１０月） 

・危険予知訓練（１１月） 

・喉詰め対応研修（２月予定） 

 

オ 腰痛予防対策 

・職員腰痛アンケート(５月) 

・職員腰痛アンケート（２月予定） 

   アンケート結果をもとに個別相談・対応 

で各委員会の取組

を確認。各項目につ

いて委員を中心に

日々取り組み、大き

な問題なく運営を

継続することがで

きた。 

盛り込んで

継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 

② 日 中 一

時 支 援 事

業 

 

 

 

居住地のある市町発行の「居宅生活支援受給者証」を所持す

る障がい者の家族が病気や用事、休息をとるために障がい児・

者を一時的に預かる 

（目標利用者数年間２００人） 

延べ利用人数 １６１人 

(令和 7年 12 月 31 日現在） 

 

(成果・効果) 

・個々のニーズに合

わせて受け入れる

ことができ、各利

用者に適した活動

環境とサービスを

提供することがで

きた。 

 

 ☑継続 
 

□改善点を

盛り込んで

継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 

③ 障 害 児

入 浴 サ ー

ビス事業 

《 市 受 託

事業》 

家庭での入浴が困難な障がい児の入浴サービス事業を実施 

（目標利用者数年間２００人） 

延べ利用人数 １８８人  

(令和 7年 12 月 31 日現在） 

(成果・効果) 

・個々のニーズに合

わせて受け入れる

ことができ、安全

で快適な入浴環境

とサービスを提供

することができ

た。 

 ☑継続 
 

□改善点を

盛り込んで

継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 

④ 生 活 介

護事業 

 

 

障害者総合支援法に基づく通所介護事業を提供し、障がい

の知識や支援技術を学び、障がいのある方が安心して利用で

きる施設サービスを実施する。 

 

（実績）                  (回) 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 

三 木 東 1 1 1 1 1 

三 木 南 1 2 2 1 2 

三 木 北 4 4 5 4 3 

志  染 0 0 0 0 0 

細  川 8 8 3 6 5 

口 吉 川 0 0 0 0 0 

自由が丘 5 6 4 4 4 

合  計 19 21 15 16 15 

 9 月 10 月 11 月 12 月 合計 

三 木 東 0 1 1 1 8 

三 木 南 3 2 3 2 18 

(成果・効果) 

・職員が障がいのあ

る方への支援方法

を共通理解し、受

け入れる環境を整

えたことで、利用

者に充実したサー

ビスを提供するこ

とができた。 

 ☑継続 
 

□改善点を

盛り込んで

継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 
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三 木 北 5 4 4 6 39 

志  染 0 0 0 0 0 

細  川 3 4 9 7 53 

口 吉 川 0 0 0 0 0 

自由が丘 4 5 4 5 41 

合  計 15 16 21 21 159 

 

(令和 7年 12 月 31 日現在） 

⑤ ホ ー ム

ヘ ル プ サ

ービス（訪

問介護）事

業 

障害者総合支援法に基づく訪問介護事業を提供し、障がい

のある方々が安心して在宅生活や外出の支援を利用していた

だくために、関係機関と利用者の情報を共有し、ニーズに合っ

た質の高い安定したサービスを実施する。 

 

（実績） 

障害者総合支援法に基づく訪問介護 

（目標：２，５６０回/年）        （回） 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 

回数 249 211 214 226 198 

 ９月 10 月 11 月 12 月 合計 

回数 216 232 216 216 1,978 

(令和 7年 12 月 31 日現在） 

(成果・効果) 

・生活援助や外出支

援のサービスを提

供することで、障

がいのある方の在

宅生活を支えるこ

とができた。 

 

 

☑継続 

 

□改善点を

盛り込んで

継続 

 

□達成 

 

□廃止（理由） 

  

 

 

 


